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春の山野草もお楽しみください♪
「カタクリ」や「ザゼンソウ」などが見れるかも！？

　今年度も年間を通してクアオルト運動教室を開催します。体づく
りや健康づくりとして、ぜひご参加ください。
　今年は、より多くの方に体験していただけるよう回数制限があり、
受付は先着順となりますのでご注意ください。

クアオルト運動教室  参加者募集!!

【回数制限】・浴室での教室　一人　月１回まで
　　　　　・運動室での教室（ポール＆ボール・ステップエクササイズ合わせて）　一人　月１回まで
温泉浴運動教室とステップエクササイズ教室は初心者コース・一般コースにわかれて受講していただきます。
【対象者】初心者コース  教室に初めて参加する方または体力に自信のない方

一般コース  受講経験者または体力に自信のある方

日中ウオーキングのお知らせ
日　　時　４月15日（日）午前９時スタート
集合場所　石倉山公園管理棟前
コ ー ス　 石倉山コース

体組成計測定日のお知らせ

日時：４月19日（木）　10：00～11：30
場所：ゆめろん２階　クアオルト運動室

●毎月第３木曜日に開催しています。
●申込みは不要ですが、入館料が必要です。
●ペースメーカーを使用されている方はご利用できません。
●裸足で測定します。（ストッキングやタイツ不可）

定員 申込期間
４月19日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】10名 ４月９日～４月17日
４月26日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】10名 ４月16日～４月24日

 温泉浴運動教室

４月・５月 の浴室教室スケジュール

　浮力の力が働くことにより、足や膝に不安がある方でも、無理なく運動
を行えます。コースがわかれており、自分のレベルに合った教室を選択で
きます。

５月10日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】10名 ４月27日～５月８日
５月17日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【初心者コース】10名 ５月７日～５月15日
５月24日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】10名 ５月14日～５月22日

定員 申込期間
４月17日 13：30～14：30 ポール＆ボール教室 10名 ４月６日～４月13日
４月25日 10：00～11：00 ステップエクササイズ教室【一般コース】10名 ４月13日～４月23日

ポール＆ボール教室室 ステップエクササイズ教室

４月・５月 の運動室教室スケジュール

　ポールストレッチに加え、直径25㎝ほどの
ボールを使って筋肉を鍛えたり緩めることで、
関節の動きを整え、良い姿勢を目指します。

　音楽に合わせてステップ台（踏み台）を昇り降りする有酸素運動で
す。運動に自信のない初心者の方でも楽しみながらできる運動です。
コースがわかれており、自分のレベルに合った教室を選択できます。

※どの教室も先着順です。定
員になり次第、受付終了となり
ますので、お早めにお申し込み
ください。

５月16日 10：00～11：00 ポール＆ボール教室 10名 ５月２日～５月14日
５月22日 10：00～11：00 ステップエクササイズ教室【一般コース】10名 ５月11日～５月18日
５月29日 13：30～14：30 ステップエクササイズ教室【初心者コース】10名 ５月18日～５月25日

新規参加者
大歓迎！
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◆問い合わせ先　企画政策課クアオルト推進室　☎85－4822　FAX 85－2178

【実施スケジュール】※都合により日程が変更になる場合があります。

佐々木北涯を訪ねて…
　クアオルト健康ウオーキング特別企画として、『佐々木北涯』の史跡をめぐるウオーキングの参加者を募集します。
　第２弾の今回は、北涯生誕の地である久米岡コースで開催します。北涯の生き方を学ぶ「歴史文化探訪」を脳ト
レとして親しみながら、三種川沿いの桜並木のお花見ウオーキングも楽しむ予定です。

早朝ウオーキングのお知らせ

　今まで早朝ウオーキングコースに入っていた「森岳温泉石倉山コー
ス」に代わって、「森岳温泉かっぱの足湯コース」が新たに加わりました。
温泉街の街並みを眺めながら歩いたり、足湯でゆったりくつろいだり…
ウオーキング以外の楽しみもありますので、お気軽にご参加ください。
※足湯利用の方はタオルを持参してください。

コース名 実施日時 スタート地点
1 琴丘クアの古道コース 毎日　　　　午前６時30分 ことおか中央公園駐車場
2 惣三郎沼公園コース 毎週月～金　午前６時30分 森岳温泉ゆうぱる玄関前
3 森岳温泉かっぱの足湯コース 毎週土日　　午前６時30分 森岳温泉ゆうぱる玄関前
4 ゆめろんサンライズコース 毎日　　　　午前６時30分 砂丘温泉ゆめろん玄関前
5 上岩川里山コース 毎月第１日曜日　午前８時 上岩川ふるさと交流館前

後半：「クアオルト健康ウオーキング」
９月～11月　毎週火曜日

　　　　　　   13：30～
・認定コースでのクアオ
ルトウオーキング

前半：「歩ける体づくり」
　　 ６月　毎週火曜日
　　 　　　10：00～
　７・８月　毎週火曜日
　　 　　　13：30～
　・フットケア
　・筋力トレーニング など…

日　　時　平成30年４月28日（土）　10：00～12：00
集合場所　三種町久米岡分館前（→図を参照ください）
内　　容　北涯の墓碑や生家跡をめぐり、脳トレをしな

がら歴史文化探訪を楽しむウオーキングです。
定　　員　15名
持 ち 物　飲みもの、雨具（※雨天時）
　　　　　参加料1,000円（クアオルト健康弁当代）
申込期限　４月20日（金）
申込方法　参加希望者は、クアオルト推進室まで電話ま

たはファックスでお申し込みください。

NEW

新しいコースが加わりました！

約460mにわたって43本
の桜の木があります

※集合場所はこちらです

クアオルト健康ウオーキング特別企画

　クアオルト研究会が設置したコースで健康づくりとしての早朝クアオルトウオーキングが行わ
れていますが、４月から実施日時が変更になりましたので、お知らせします。

「散歩できるあし」を作る!!
●この教室で実現させませんか？

山登りに挑戦
したい！

教室参加者募集!!

いつまでも自分の
足で歩きたい！

友人と遠出
したい

孫と一緒に散歩
がしたい

定　　員：20名
講　　師：健康運動指導士　児玉　美幸 先生
　　　　　　　　　　　　　加藤　光葉 先生
対　　象：三種町在住者、50～79歳の方
実施回数：全24回
会　　場：『砂丘温泉ゆめろん  クアオルト運動室』
　　　　　『各クアオルトウオーキングコース』
募集期間：平成30年５月25日（金）まで
そ の 他：送迎が必要な方はお問い合わせください。

募 集 要 項  ※(モニター事業）

広報 みたね
mitane town
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釜谷浜サンセットコース

クアオルト研究会員が集まってガイド研修会
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　平成27年度より、本格始動した「クアオルトによるいきいきプロジェクト」。
温泉施設を活用したクアオルト浴室と運動室の整備やウオーキングコースの整
備も完了し、今後ますますの活用が期待されます。
　地域おこし協力隊の鎌田真広さんは平成28年８月に着任以来、クアオルト
事業の推進にたずさわっています。鎌田さんから、クアオルト事業をふり返り、
今後の目標なども語ってもらいました。

ク
ア
オ
ル
ト
事
業
に
つ
い
て

ク
ア
オ
ル
ト
に
関
わ
っ
て
の

感
想
と
今
後
の
目
標
は

クアオルトでリフレッシュ！
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今
後
の
目
標
は

クアオルトでリフレッシュ！
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◆申し込み・問い合わせ先　福祉課　福祉係　☎ 85ー2190
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飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
２月中 H30累計

酒酔い運転 ０件 ０件

酒気帯び件数 ０件 ０件

飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件

飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件

交通死亡事故件数 ０件 ０件

全県市町村順位（25市町村中）１位（先月１位）→
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の
全
国
交
通
安
全
運
動
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３
０
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◆問い合わせ先　三種町選挙管理委員会　☎0185－74－6422

　これからの三種町の方向性を決める大切な選挙です。棄権せずにぜひ投票しましょう。

◆今回の選挙に投票できる方今回の選挙に投票できる方
　投票日現在、満18歳以上の方（平成12年５月14日以前に生まれた方）で、平成30年２月７日以前から引き続き
三種町の住民基本台帳に登録され、選挙人名簿に登録されている方。

◆投票所入場券について
　告示日までに、有権者１人につき、ハガキ１枚を送付します。配達の都合で、近隣や同一世帯であっても日にち
がずれて届くこともありますので、ご了承ください。
　入場券を紛失した場合でも、選挙権があれば投票できます。本人であることが確認できるもの（運転免許証、健
康保険証、マイナンバーカードなど）を持参し、投票所の職員に申し出てください。

◆期日前投票ができます
　投票日に、仕事や旅行または家庭の都合などで投票できない場合は、期日前投票をご利用ください。
期日前投票ができる期間は、５月９日（水）から５月12日（土）までの４日間です。
〇期日前投票所

場　　所 期日前投票時間 投票にあたって
琴丘地域拠点センター

午前８時30分～午後８時00分まで
自宅に郵送される投票所入場券裏面の
「宣誓書」にあらかじめ記入の上、各期
日前投票所に持参してください。

山 本 総 合 支 所
八竜農村環境改善センター

◆不在者投票ができます

■病院等での不在者投票
　指定された病院や老人ホー
ムなどに入院、入所されてい
る方は、その施設で不在者投
票ができます。希望される方
は、早めに施設長に申し出て
ください。

■他市町村での不在者投票
　仕事などのため他市町村に滞在していて（住
所は三種町）、町内で投票できない方は、滞在
先の市区町村の選挙管理委員会で不在者投票を
することができます。希望される方は、手続き
が必要ですので、早めに町選挙管理委員会へお
問い合わせください。

※学生の場合
　就学のため親元を離れ町外のマン
ション、下宿、寮などにお住まいの学
生の方は、「生活の本拠」がそちらに
あると認定されますので、たとえ住所
が三種町にあっても投票はできないこ
とになっています。

◆選挙公報の配布について
　広報みたね３月号でお知らせしたとおり、町選挙の際、立候補したすべての候補者の氏名、経歴、政見、政党等
の名称・略称等を示した選挙公報を発行しています。
　この選挙公報は、選挙告示日以降に新聞折込（秋田魁新報、北羽新報、その他全国紙）により配布し、その他ホー
ムページへの掲載や町内各公共施設（本庁、総合支所、公民館など）へ備え置きます。
　新聞を購読されていない世帯の方で、ご自宅への配布を希望される場合は、選挙管理委員会への登録を行ってい
ただくことで、郵送により選挙公報をお届けします。
　郵送による選挙公報の配布を希望される場合は、三種町選挙管理委員会事務局へ申し込みください。

■郵便による不在者投票
　身体に重度の障がいのある方などで、右に該当する方は、
郵便投票ができます。この制度を利用するには選挙管理委
員会から交付される「郵便等投票証明書」が必要です。郵
便投票をする場合には、投票日の４日前（５月９日）まで
に「郵便等投票証明書」を提示し、所定の請求書により投
票用紙等の請求を行ってください。

【郵便による不在者投票ができる方】
①身体障害者手帳を持つ方のうち
・両下肢、体幹、移動機能に障がいを持つ方で１級も
しくは２級の方

・心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸に障
がいを持つ方で１級もしくは３級の方

・免疫、肝臓の障がいを持つ方で１級から３級までの方
②戦傷病者手帳を持ち、①と同程度の障がいを持つ方
③介護保険法による要介護者で、介護保険の被保険者証
に要介護状態区分が要介護５である者として記載され
ている方

交付手続など詳しいことについては、お早めに選挙管
理委員会へお問い合わせください。

三 種 町 長 選 挙三 種 町 長 選 挙
三種町議会議員一般選挙三種町議会議員一般選挙

告 示 日　５月 ８日（火）
投 票 日　５月13日（日）
投票日の投票時間は
午前７時から午後６時までです
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　介護保険料の特別徴収（年金からの天引き）は、４月・６月・８月に「仮徴収」、10月・12月・翌年２月に「本徴
収」として納めていただいておりますが、保険料段階の変更・特別徴収回数の変更・保険料の改定などで仮徴収額と
本徴収額の差が大きくなっている方がおり、このまま仮徴収を行うと１年間の保険料が前半（仮徴収）と後半（本徴
収）で偏ったままになってしまいます。
　そこで、１年間を通じて保険料ができるだけ均等（平準化）に
なるように、６月と８月の介護保険料の仮徴収額を変更します。
　なお、対象者には４月下旬に個別通知します。

◆申し込み・問い合わせ先　福祉課　介護保険係　☎85－2247

　

４
月
１
日
〜
７
日
ま
で
【
火
の
用
心

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
】
を
防
火
標

語
に
、「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

３
つ
の
習
慣

●

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

●

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

●

寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使

用
す
る
。

●

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

●

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

　

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り

ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
、お
願
い
し
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動

仮 徴 収 本 徴 収
４月 ６月 ８月 10月 12月 翌年２月

　前年の所得が確定していないため、仮に算定された保険料（通
常は前年度２月の特別徴収額と同額）を納めていただきます。

　確定した年間保険料から、仮徴収で納めた額を差し引き、残っ
た額を３回に分けて納めていただきます。

「仮徴収」「本徴収」とは

介護保険料の特別徴収平準化イメージ図

三種消防署から
お知らせ

林野火災の予防について

◆三種消防署　☎85－3100

◎仮徴収額が低く、本徴収額が高い場合◎仮徴収額が高く、本徴収額が低い場合

　三種町では例年、春先を中心に林野火災や
原野炎上事故等が多く発生しています。
　これは、春先に空気が乾燥し、強風が吹く
中で、枯れ草焼きやごみ焼きなどが行われる
ことが主な原因で、場合によっては住宅に延
焼したり、林野火災に拡大し大切な財産が失
われます。
　林野火災の多く
は、皆さん一人ひと
りの注意で防ぐこと
ができます。

介護保険料の特別徴収平準化について

※仮徴収額と本徴収額に大きな差がない方は対象と
なりません。また、平準化を行っても再度、保険料
段階の変更などで保険料が変わった場合は、年度内
での保険料の変動が大きくなることがあります。
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来
年
度
の
財
政
運
営
方
針

に
つ
い
て

　
「
三
種
町
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」

の
実
施
な
ど
に
よ
り
財
政
の
健
全
化
が

進
み
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
20

年
度
の
24
・
６
％
が
、
平
成
28
年
度
決

算
は
８
・７
％
と
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
「
骨
格
予
算
」
と
し
て
い
ま

施

政

方

針

　平成30年３月三種町議会定例会が、３月６日か
ら16日の会期で開催されました。
　平成29年度三種町一般会計補正予算（案）など
議案等43件を審議し、原案どおり可決されました。
　施政方針と行政報告の主な内容と審議された議案
についてお伝えします。

三　種　町
議会定例会

福
祉
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
相
談

支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
が
連
携
し
た
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」を
整
備
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
み

に
つ
い
て

　

健
康
づ
く
り
に
は
、
適
度
な
運
動
や

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
禁
煙
を
は
じ

め
と
し
た
生
活
習
慣
の
改
善
、
ま
た
、

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
か
ら
の

生
活
習
慣
の
改
善
や
適
切
な
治
療
に
早

い
時
期
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

子
ど
も
へ
の
福
祉
医
療
費
助
成
は
、

引
き
続
き
18
歳
ま
で
の
医
療
費
負
担
無

料
化
を
実
施
し
ま
す
。

　

精
神
保
健
・
自
殺
予
防
対
策
で
は
、

本
町
の
実
情
に
合
わ
せ
た
計
画
を
作
成

し
、
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
実
践
的
な
支
援
を

進
め
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
助
成
事
業

は
、
脳
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成
、
予
防
接

種
費
助
成
、40
歳
の
が
ん
検
診
無
料
化
、

特
定
不
妊
治
療
や
一
般
不
妊
治
療
等
に

要
す
る
費
用
を
助
成
す
る
「
赤
ち
ゃ
ん

誕
生
応
援
事
業
」、
が
ん
患
者
医
療
用

す
が
、①
住
民
生
活
環
境
施
設
の
整
備
、

②
雇
用
対
策
推
進
事
業
の
継
続
、
③
地

域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
対
策
、

④
暮
ら
し
の
安
心
確
保
対
策
、
⑤
公
共

施
設
等
の
最
適
化
の
推
進
の
５
分
野
を

重
点
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
地
域
活

性
化
の
推
進
及
び
住
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
三
種
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
推
進
に

つ
い
て

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
は
、
地
域
の
特
性
と
実
情
に
合

わ
せ
、
ま
ち
の
魅
力
と
価
値
を
高
め
て

い
く
取
組
み
で
あ
り
、
実
効
性
の
あ
る

施
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

移
住
定
住
対
策
、
結
婚
支
援
、
観
光

振
興
、
雇
用
拡
大
、
医
療
対
策
な
ど
に

つ
い
て
は
、「
能
代
山
本
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
広
域
的
に
展
開
し

ま
す
。

自
治
会
関
係
に
つ
い
て

　

自
治
会
活
動
の
活
性
化
、
自
治
会
同

士
の
連
携
・
協
力
体
制
を
構
築
し
、
連

合
体
づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

自
治
会
活
動
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

ク
ア
オ
ル
ト
事
業
に
つ
い
て

　

新
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の

成
果
な
ど
を
検
証
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
町
民
の
健
康
増
進
に
向
け
た
効
果
的

な
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
立
案
や
実
践

者
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

三
種
町
防
災
行
政
無
線
統
合

整
備
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
防

災
行
政
無
線
整
備
工
事
が
、
予
定
ど
お

り
完
成
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
新
し
く
登
録
型
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
や
電
話
対
応
サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
始
ま
り
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
は
、
平
成
30
年
度
は
琴

丘
地
域
、
平
成
31
年
度
は
八
竜
地
域
、

平
成
32
年
度
は
山
本
地
域
の
順
で
更
新

し
ま
す
。

福
祉
関
係
に
つ
い
て

　

進
行
す
る
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化

な
ど
に
よ
り
、
総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
や
、
多
様
化
す
る
保

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
り
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域

平成30年３月
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補
正
具
助
成
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
事

業
の
財
政
運
営
は
都
道
府
県
に
移
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
糖
尿
病
重

症
化
予
防
対
策
事
業
」
に
重
点
的
に
取

り
組
み
、
医
療
費
削
減
を
図
り
ま
す
。

農
林
業
関
係
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
は
農
政
改
革
元
年
と
な

り
ま
す
。
行
政
と
農
業
団
体
及
び
農
業

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
課
題
解
決
に
向

け
た
４
つ
の
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

①
農
地
の
基
盤
整
備
と
集
積
を
推
進

し
、
効
率
的
で
足
腰
の
強
い
経
営
体
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

②
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
、

農
業
生
産
法
人
の
育
成
、
青
年
や
女
性

就
農
者
の
育
成
支
援
、
シ
ニ
ア
世
代
の

農
業
参
入
の
検
討
や
農
業
後
継
者
対
策

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

③
土
地
利
用
型
作
物
で
は
、
大
豆
等

の
生
産
振
興
を
図
り
つ
つ
、
複
合
経
営

の
定
着
と
通
年
型
畑
作
物
振
興
策
を
推

進
し
ま
す
。

　

④
ジ
ュ
ン
サ
イ
、
メ
ロ
ン
や
梅
な
ど

地
域
の
特
産
品
を
核
と
し
、
直
売
所
な

ど
の
施
設
を
活
用
し
て
農
産
物
・
農
産

加
工
品
の
販
売
促
進
や
６
次
産
業
化
を

支
援
し
ま
す
。

　

林
業
振
興
は
、
森
林
保
全
育
成
の
推

進
に
よ
り
、
広
葉
樹
林
の
再
生
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
松
く
い
虫
対
策
を
進

め
、
景
観
維
持
、
安
全
面
な
ど
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
被
害
木
の
早
期
伐
倒

処
理
、
沿
岸
等
の
マ
ツ
林
の
保
全
に
努

め
ま
す
。
近
年
被
害
が
広
が
っ
て
い
る

ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て
も
、
早
期
伐
倒
に

努
め
ま
す
。

商
工
観
光
振
興
に
つ
い
て

　

雇
用
対
策
と
し
て
は
、「
地
域
雇
用

創
出
推
進
事
業
」
と
「
資
格
取
得
支
援

事
業
」
を
継
続
し
、
本
町
の
産
業
振
興

お
よ
び
雇
用
拡
大
を
目
的
と
し
た
「
Ｃ

Ｃ
Ｓ
プ
ラ
ン
ト
施
設
（
二
酸
化
炭
素
の

回
収
・
貯
留
施
設
）」
の
誘
致
は
、
今

後
も
実
現
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

　

町
内
企
業
へ
の
金
融
支
援
を
目
的
と

し
た
通
称
「
マ
ル
三み

」、「
マ
ル
三み

小こ

口ぐ
ち

」
お
よ
び
「
マ
ル
経け
い

」
に
、
新
年
度

は
創
業
時
に
お
け
る
融
資
斡
旋
制
度
を

創
設
し
、
起
業
等
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
助
成
事
業
」
は
、
新
年
度
も
実
施
し

ま
す
。

　

生
産
量
日
本
一
を
誇
る
じ
ゅ
ん
さ
い

の
生
産
、
販
売
、
普
及
を
推
進
し
て
い

く
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
じ
ゅ
ん
さ
い

の
加
工
・
販
売
事
業
を
支
援
し
、
販
路

拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
「
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
」「
森
岳
温
泉
夏

ま
つ
り
」
な
ど
、
地
域
資
源
を
活
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
開
催
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
努
め
、
台
湾
南
投
県
と
の

交
流
事
業
も
進
め
ま
す
。

　
「
ゆ
め
ろ
ん
」
と
「
ゆ
う
ぱ
る
」
に

つ
い
て
は
、
町
民
の
健
康
増
進
と
交
流

人
口
拡
大
の
た
め
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
施
設
の
Ｐ
Ｒ
と
利
用
促
進
を
図
り

ま
す
。

建
設
事
業
関
係
に
つ
い
て

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
継
続
し
ま
す
。

　

町
営
住
宅
建
築
は
、
大
町
住
宅
、
千

刈
田
住
宅
の
建
替
え
工
事
が
進
ん
で
お

り
、
新
年
度
も
建
替
え
を
行
い
ま
す
。

交
通
環
境
の
整
備
は
、
各
自
治
会
か
ら

の
要
望
事
項
に
対
応
し
、
三
種
川
改
修

整
備
は
、『
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急

事
業
』
の
協
力
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

国
道
７
号
大
曲
歩
道
整
備
事
業
で
は
、

用
地
関
係
者
と
の
契
約
、
個
別
補
償
も

進
ん
で
お
り
、
進
捗
状
況
な
ど
住
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

上
下
水
道
事
業
及
び
温
泉
事

業
に
つ
い
て

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
良
質
な
水

源
の
確
保
・
保
全
を
行
い
、
安
全
で
安

心
な
水
道
水
の
安
定
的
供
給
に
努
め
ま

す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
へ
の
加
入
促
進
と
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
促
進
を
図
り
、
よ
り

効
率
的
な
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
や
管

理
、
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

温
泉
事
業
は
、
森
岳
温
泉
施
設
改
良

事
業
計
画
を
も
と
に
、計
画
的
な
施
設・

設
備
の
改
修
を
図
り
な
が
ら
、
安
定
し

た
供
給
と
経
営
に
努
め
ま
す
。

教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
で
は
、「
生
き
る
力
を
身

に
付
け
た
、
夢
と
笑
顔
の
あ
る
子
ど
も

の
育
成
」
を
基
本
方
針
に
、「
生
き
る

力
」
を
育
む
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
各
学
校
の
応
援
団
で
あ
る

「
学
校
支
援
地
域
本
部
」
を
強
化
し
て
、

学
校
と
家
庭
、
地
域
住
民
、
幼
・
保
と

の
連
携
な
ど
、
地
域
全
体
が
「
教
室
」、

地
域
の
大
人
た
ち
が
「
先
生
」、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え

る
「
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
」
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

自
主
的
に
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
生
涯

の
各
時
期
に
応
じ
た
多
様
な
学
習
機
会

の
場
と
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
幅
広
い
世
代
の
方
々
が
、
主
体
的

な
学
習
や
社
会
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

異
世
代
交
流
事
業
の
支
援
に
努
め
ま
す
。
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三
種
町
公
共
施
設
等
個
別

施
設
計
画

　

建
築
系
公
共
施
設
３
８
８
施
設
の
建

築
経
過
年
数
、
状
態
お
よ
び
利
用
状
況

等
を
勘
案
し
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
等
へ
の
具
体
的
な
方
向
性
を
示
す

計
画
で
、
将
来
の
施
設
更
新
費
用
の
平

準
化
と
削
減
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

自
治
会
関
係

　

平
成
29
年
度
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋

田
づ
く
り
顕
彰
事
業
」
で
、
増
浦
自
治

会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
自
治

会
が
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
生
活
様
式

の
変
化
な
ど
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
が
弱
ま
っ
て
い
く
中
で
、
自
治
会
活

動
の
モ
デ
ル
と
な
る
事
例
で
す
。
他
の

自
治
会
の
刺
激
と
な
り
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

み
た
ね
の
若
者
作
戦
会
議

　

み
た
ね
の
若
者
作
戦
会
議
は
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

進
捗
状
況
を
検
証
す
る
委
員
な
ど
か

ら
「
今
後
の
三
種
町
を
支
え
る
若
い
世

代
の
意
見
が
町
政
に
も
反
映
さ
れ
る
べ

き
」
と
の
強
い
提
言
を
受
け
て
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

若
者
作
戦
会
議
の
本
格
的
な
活
動

は
、
来
年
度
か
ら
に
な
り
ま
す
。

公
共
交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

町
内
の
バ
ス
路
線
の
な
い
集
落
を
中

心
に
、
18
歳
以
上
の
１
２
０
０
人
を
無

作
為
抽
出
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
44
・
７
％
の
回
答
を
得

ま
し
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

元
に
、
来
年
度
の
三
種
町
公
共
交
通
会

議
に
は
か
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

　

１
月
末
現
在
の
寄
付
金
額
は
、

３
８
０
０
件
の
５
０
０
４
万
７
千
円

で
、
県
内
で
は
11
位
で
す
。

　

来
年
度
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す

こ
と
を
心
掛
け
、
本
町
へ
の
ふ
る
さ
と

納
税
が
順
調
に
推
移
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

結
婚
支
援
事
業

　

縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
は
、
毎

月
１
回
会
合
し
、
情
報
交
換
と
マ
ッ
チ

ン
グ
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
能
代
山
本
定
住
自
立
圏
構
想
に
よ

り
、
広
域
で
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

ク
ア
オ
ル
ト
事
業

　

ク
ア
オ
ル
ト
事
業
は
、
コ
ー
ス
で
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
以
外
に
も
温
泉
浴
運
動

や
ポ
ー
ル
＆
ボ
ー
ル
教
室
な
ど
を
行

い
、
実
践
者
の
拡
大
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
食
の
開
発
や
交

流
人
口
拡
大
に
向
け
た
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
勉
強
会
」
な
ど
、
引
き
続
き

事
業
を
強
化
し
ま
す
。

町
県
民
税
及
び
所
得
税
の

申
告
相
談

　

今
年
は
、
町
内
３
会
場
で
申
告
相
談

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
日
申
告
で
き
な
い
方
の
た
め
に
休

日
申
告
日
を
設
け
る
な
ど
、
申
告
し
や

す
い
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
１
月
末
現
在

の
町
税
等
の
収
納
状
況

　

軽
自
動
車
税
現
年
度
分
は
、
収
納
済

額
５
７
９
７
万
２
千
円
、
収
納
率
は
前

年
比
０
・
37
％
増
の
97
・
53
％
。
固

定
資
産
税
現
年
度
分
は
、
収
納
済
額

６
億
７
１
５
４
万
５
千
円
、
収
納
率
は

前
年
比
０
・
10
％
減
の
95
・
82
％
で
す
。

　

年
度
末
に
向
け
て
よ
り
一
層
、
収
納

率
の
向
上
と
滞
納
の
抑
制
に
取
り
組
み

ま
す
。

三
種
町
消
防
出
初
式

　

三
種
町
消
防
出
初
式
は
、
消
防
団
員

お
よ
び
三
種
消
防
署
、
来
賓
な
ど
約

３
７
０
名
が
一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
鹿
渡
山
谷
地
区
、
下

岩
川
中
野
地
区
、
浜
田
大
森
地
内
、
金

岡
地
区
金
光
寺
地
内
と
１
カ
月
の
間
に

４
件
の
建
物
火
災
が
連
続
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
引
き
続
き
予
防
消
防
に

努
め
、
三
種
消
防
署
及
び
三
種
町
消
防

団
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
万
全
な
体

制
で
取
り
組
み
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
等
除
排
雪
支
援
事
業

　

今
年
度
の
支
援
決
定
世
帯
数
は

６
９
１
世
帯
で
、
１
月
末
ま
で
に
除
排

雪
支
援
を
実
施
し
た
世
帯
は
、
６
７
０

世
帯
、
利
用
時
間
７
８
１
４
・５
時
間
、

助
成
額
は
約
９
２
２
万
１
千
円
で
し

た
。
昨
年
度
よ
り
１
７
９
１
・
５
時
間

（
18
・
６
％
）
の
減
で
す
。

平
成
29
年
度
国
保
特
別
会
計

の
収
支
見
通
し

　

１
月
末
ま
で
の
保
険
給
付
費
の
支
払

い
状
況
か
ら
今
後
の
支
払
い
見
込
み
を

推
計
し
た
結
果
、
現
在
の
予
算
の
範
囲

内
で
収
ま
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。後

期
高
齢
者
医
療
制
度

　

２
年
に
一
度
見
直
さ
れ
る
保
険
料
率

は
、
据
え
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
保
険
料
賦

課
限
度
額
が
こ
れ
ま
で
の
57
万
円
か
ら

62
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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農
地
中
間
管
理
事
業

　

本
年
度
、
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の

貸
付
希
望
者
は
66
農
家
、
59
・
85
㌶
で
、

借
受
希
望
者
は
１
０
２
経
営
体
で
す
。

そ
の
う
ち
、
49
・
58
㌶
の
農
地
が
担
い

手
へ
集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

芦
崎
地
区
の
県
営
圃
場

整
備
事
業

　

今
年
度
は
、
揚
水
機
建
屋
及
び
揚
水

機
据
付
の
ほ
か
、
区
画
整
理
及
び
暗
渠

排
水
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

に
つ
い
て
は
、
町
内
49
組
織
に

１
億
５
７
１
５
万
６
千
円
を
交
付
し
て

お
り
、
活
動
組
織
ご
と
に
、
地
域
の
実

状
に
合
わ
せ
た
農
地
・
農
業
用
施
設
の

維
持
管
理
や
補
修
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。サ

ン
ド
ク
ラ
フ
ト

　

２
月
に
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
実

行
委
員
長
に
三
浦
基
英
氏
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
７
月
28
日
と
29
日
の
２
日

間
、「
Ｓ
ａ
ｎ
ｄ 

Ｚ
ｏ
ｏ
〜
砂
の
動
物

園
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

除
雪
関
係

　

２
月
上
期
ま
で
の
除
雪
費
は
、
業
者

委
託
料
及
び
直
営
の
除
雪
賃
金
を
合
わ

せ
約
１
億
１
千
６
０
０
万
円
で
、
過
去

５
か
年
平
均
１
億
８
千
万
円
の
３
分
の

２
の
支
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
排
水
処
理
事
業
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
２

月
末
現
在
、
７
人
槽
３
基
、
５
人
槽
７

基
の
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

釜
谷
地
区
の
公
共
下
水
道
接
続
工
事

に
つ
い
て
は
、
釜
谷
集
落
内
を
除
い
た

工
事
は
３
月
の
工
期
ま
で
に
は
完
了
の

予
定
で
す
。

小
中
学
校
関
係

　

小
学
校
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置
工
事
が
完

了
し
、
町
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
で

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て
は
、
第
11 

回
全
日
本
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
秋

田
県
予
選
で
、
琴
丘
ド
リ
ー
ム
シ
ャ
イ

ン
が
初
優
勝
し
、
広
島
県
尾
道
市
で
の

全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
46
回
秋
田
県
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
で
森
岳
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
初
優
勝

し
、
群
馬
県
高
崎
市
で
の
全
国
大
会
へ

出
場
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
関
係

　

山
本
公
民
館
・
総
合
支
所
建
設
に
係

る
基
本
設
計
に
、
利
用
者
や
自
治
会
の

意
見
・
要
望
を
取
り
入
れ
る
た
め
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
12
回
三
種
町
音
楽
演
奏
会
は
、
町

内
三
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
と
秋
田
大
学

吹
奏
楽
団
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

と
し
て
行
わ
れ
、
演
奏
者
と
観
客
が
一

体
と
な
っ
た
感
動
的
な
演
奏
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
「
み
た
ね
大
学
」
は

３
３
８
名
が
受
講
さ
れ
、
閉
講
式
に
は

１
４
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

三
種
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご

活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
10
回
三
種
町
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
は
、
28
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
大

谷
地
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

◎三種町指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準を定める条例の制
定について

◎三種町地域農産物加工・販売事業化支
援施設設置条例の制定について

◎三種町特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の一部
改正について

◎三種町手数料徴収条例の一部改正につ
いて

◎三種町公民館の設置及び管理に関する
条例の一部改正について

◎三種町立保育園設置条例の一部改正に
ついて

◎三種町国民健康保険条例の一部改正に
ついて

◎三種町琴丘国民健康保険診療所設置条
例の廃止等について

◎三種町中小企業融資あっせんに関する
条例の一部改正について

◎三種町介護保険条例の一部改正につい
て

◎三種町立児童館設置条例の一部改正に
ついて

◎三種町農村歌舞伎会館の設置及び管理
運営に関する条例の一部改正について

【審議された議案等】
◎三種町後期高齢者医療に関する条例の
一部改正について

◎三種町指定地域密着型介護予防サービ
スの事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービスに係
る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部改
正について

◎三種町指定介護予防支援等の事業の人
員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準を定める条例の一
部改正について

◎三種町個人情報保護条例の一部改正に
ついて

◎三種町過疎地域自立促進計画の一部変
更について

◎平成29年度三種町一般会計予算および
特別会計予算の補正について

◎平成30年度三種町一般会計予算および
特別会計予算等について

◎人権擁護委員候補者の推薦について
◎三種町山本老人福祉センター設置及び
管理に関する条例の廃止について
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町債（8.1％）7億7,810万円

95億
8,934万円

歳入合計

自主財源（23.6％
）

町税（14.2％）
13億6,211万9千円

使用料・手数料・負担金等
（1.9％）1億8,496万1千円

諸収入（3.3％）
3億1,087万7千円

繰入金（3.6％）
3億4,487万8千円

その他（0.6％）
5,845万8千円

地方交付税（49.3％）
47億2,500万円

そ
の
他
（
52.6％）

95億
8,934万円

歳出合計

国庫・県支出金
（14.5％）
13億9,606万9千円

国庫・県支出金
（14.5％）
13億9,606万9千円

　地方譲与税など
（4.5％）4億2,887万8千円
　地方譲与税など
（4.5％）4億2,887万8千円

義務的経
費
（
40.5％

）

投資的経費（6.9％） 

人件費（15.4％）
14億7,483万8千円

繰出金（15.9％）
15億2,365万5千円

補助費等（16.9％）
16億2,493万7千円

積立金（1.6％）
1億5,500万9千円

人件費（15.4％）
14億7,483万8千円

扶助費（13.1％）
12億6,180万8千円

公債費（12.0％）
11億5,109万5千円

普通建設事業費（6.8％）6億5,426万円
物件費（14.8％）
14億1,650万4千円

繰出金（15.9％）
15億2,365万5千円

維持補修費（1.1％）
1億264万4千円

補助費等（16.9％）
16億2,493万7千円

積立金（1.6％）
1億5,500万9千円

出資金・貸付金
（2.3％）
2億2,100万円

災害復旧事業費（0.1％）359万円

会　計　名 平成30年度 平成29年度 増減率
国民健康保険 2,124,031 2,599,286 ▲18.3%
後期高齢者医療 191,794 175,543 9.3%
公 共 下 水 道 645,942 769,257 ▲16.0%
農業集落排水 194,370 185,414 4.8%
介 護 保 険 2,775,256 2,807,562 ▲ 1.2%
介護サービス 12,298 10,750 14.4%
衛 生 処 理 21,744 23,165 ▲ 6.1%
温 泉 15,013 16,817 ▲10.7%
国保診療施設 廃　止 1 －
特別会計　合計 5,980,448 6,587,795 ▲ 9.2%

○特別会計

○水道事業会計

○一般会計当初予算額推移（単位：千円）

（単位：千円）

区　分 平成30年度 平成29年度 増減率
収益的収入 302,942 405,820 ▲25.4%
収益的支出 304,398 305,503 ▲ 0.4%
資本的収入 128,560 123,719 3.9%
資本的支出 256,246 218,725 17.2%

一般会計歳入

一般会計歳出（性質別）

平成30年４月 12

平成30年度

一
般
会
計
95
億
８
，９
３
４
万
円

前
年
度
比
４・
３
％
減

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
当
初
予
算
が
３
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、
95
億
８
，９
３
４
万
円
で
、
前
年
度
予
算
と
比
較
し
、

約
４
億
３
千
万
円
（
４
・
３
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、
防
災
行
政
無

線
施
設
整
備
事
業
の
終
了
に
よ
る
普
通
建
設
事
業
費
の
減
少
及
び
職
員
退
職
に
よ
る
人
件
費
の
減

少
で
す
。
平
成
30
年
度
は
、
町
長
改
選
期
に
当
た
る
た
め
骨
格
予
算
と
し
て
い
ま
す
が
、
継
続
事

業
や
住
民
生
活
に
か
か
わ
る
事
業
に
つ
い
て
は
当
初
よ
り
計
上
し
て
い
ま
す
。

80

90

100

110
億円

H26 H27 H28 H29 H30

98

110 108

100
96

依
存
財
源

（76.4％）

町債（8.1％）7億7,810万円

95億
8,934万円

歳入合計

自主財源（2222233333.6％％％
）

町税（14.2％）
13億6,211万9千円

使用料・手数料・負担金等
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諸収入（3.3％）
3億1,087万7千円

繰入金（3.6％）
3億4,487万8千円

その他（0.6％）
5,845万8千円

地方交付税（49.3％）
47億2,500万円

そ
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他
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95億
8,934万円
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・県支出金国国庫・県支県支支出金出金
14.5％（（14.4..5％5％％）
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）
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出資金・貸付金
（2.3％）
2億2,100万円

災害復旧事業費（0.1％）359万円

会　計　名 平成30年度 平成29年度 増減率
国民健康保険 2,124,031 2,599,286 ▲18.3%
後期高齢者医療 191,794 175,543 9.3%
公 共 下 水 道 645,942 769,257 ▲16.0%
農業集落排水 194,370 185,414 4.8%
介 護 保 険 2,775,256 2,807,562 ▲ 1.2%
介護サービス 12,298 10,750 14.4%
衛 生 処 理 21,744 23,165 ▲ 6.1%
温 泉 15,013 16,817 ▲10.7%
国保診療施設 廃　止 1 －
特別会計　合計 5,980,448 6,587,795 ▲ 9.2%

○特別会計

○水道事業会計

○一般会計当初予算額推移（単位：千円）

（単位：千円）

区　分 平成30年度 平成29年度 増減率
収益的収入 302,942 405,820 ▲25.4%
収益的支出 304,398 305,503 ▲ 0.4%
資本的収入 128,560 123,719 3.9%
資本的支出 256,246 218,725 17.2%

一般会計歳入

一般会計歳出（性質別）

平成30年４月 12



一般会計予算を人口
17,064人（平成30年
1月31日現在）で割っ
た場合の目的別経費は
このようになります。

町民一人あたりの
行政サービスを金
額にすると、
約56万円

議　会　費
6,458円

総　務　費
70,744円

民　生　費
171,042円

衛　生　費
28,600円

農林水産業費
41,781円

土　木　費
58,274円

消　防　費
32,938円

商　工　費
28,697円

教　育　費
43,798円

公　債　費
67,458円

そ　の　他
12,173円

議会運営全般

商工観光振興など

町政全体の運営
管理、庁舎維持
管理など

福祉サービス、
保育園運営など

道路整備、町営
住宅管理など

消防団活動、
防災対策など

学校、文化・体育
施設の管理など 借りたお金の返済

雇用対策、
災害対策など

農業委員会、農林
水産業振興など

健康診断、
ごみ処理など

◆ 環境にやさしく、人と自然が共生するまち
③　松くい虫・ナラ枯れ対策事業 5,584万円…… 松くい・ナラ枯れ被害木の伐倒駆除、調査
③　広葉樹林再生事業 96万円…… 広葉樹林植栽後の下刈

◆ すこやかに安心して暮らせるまち
④　クアオルト事業 1,407万円…… クアオルトによるいきいきプロジェクトの実施
④　結婚支援事業 392万円…… 結婚支援員の養成、イベントの開催、結婚祝金
④　福祉医療費給付事業 1億8,955万円…… 障害者・子どもへの医療費助成（高校生まで無料化）
④　赤ちゃん誕生応援事業 150万円…… 不妊治療費及び不育症治療費の助成
④　子どもの明るい未来づくり事業 318万円…… 各小学校区ごとに学習支援を実施

◆ 快適で安全な生活を支えるまち
　　移住・定住対策事業 694万円…… 定住奨励金、ふるさと体験ツアー、移住借家助成等
④　全国瞬時警報システム整備事業 883万円…… 全国瞬時警報システム改修事業
④　消防防災施設整備事業 920万円…… 消防小型動力ポンプの購入
①　秋田基本射撃場周辺整備事業 9,000万円…… 周辺道路の舗装補修工事
①　町営住宅建築事業 9,108万円…… 千刈田団地、大町団地の建て替え

　　　　除雪機械購入事業 2,610万円…… 除雪トラックの購入

 ◆ 活力にみちた個性豊かな産業のまち
②　地域雇用創出推進事業 2,300万円…… 町内事業所等の支援による雇用機会の創出
②　資格取得補助事業 400万円…… 資格取得に対する費用の助成
③　住宅リフォ－ム助成事業 1,500万円…… 住宅リフォ－ム工事への助成
③　じゅんさい圃場整備助成事業 300万円…… じゅんさい圃場の新設・改良への助成
③　メロン産地育成事業 350万円…… メロン種子購入助成

◆ 創造性豊かな文化ときらめく人を育むまち
⑤　山本公民館・総合支所建設事業 2,689万円…… 山本公民館・山本総合支所建設工事の設計委託
⑤　八竜体育館大規模改修事業 6,304万円…… 八竜体育館の屋根、トイレ、床、照明等の改修

◆ 行財政運営の効率化とまちづくり体制の推進
　　若者活動支援事業 250万円…… 若者主体の団体が取り組む事業への助成
　　集会所等施設整備助成金 506万円…… 集会所等の改修・備品購入に対する助成

平成30年度　町の主な事業を紹介します
　重点政策事業の住民生活環境施設の整備は『①』、雇用対策推進事業の継続は『②』、地域特性を活かした産業振興
対策は『③』、暮らしの安心確保対策は『④』、公共施設の最適化の推進は『⑤』で表示しています。（１万円未満四
捨五入で表示）

広報 みたね
mitane town
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一般会計予算を人口
17,064人（平成30年
1月31日現在）で割っ
た場合の目的別経費は
このようになります。

町民一人あたりの
行政サービスを金
額にすると、
約56万円
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民　生　費
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農林水産業費
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商　工　費
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そ　の　他
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雇用対策、
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農業委員会、農林
水産業振興など

健康診断、
ごみ処理など

◆ 環境にやさしく、人と自然が共生するまち
③　松くい虫・ナラ枯れ対策事業 5,584万円…… 松くい・ナラ枯れ被害木の伐倒駆除、調査
③　広葉樹林再生事業 96万円…… 広葉樹林植栽後の下刈

◆ すこやかに安心して暮らせるまち
④　クアオルト事業 1,407万円…… クアオルトによるいきいきプロジェクトの実施
④　結婚支援事業 392万円…… 結婚支援員の養成、イベントの開催、結婚祝金
④　福祉医療費給付事業 1億8,955万円…… 障害者・子どもへの医療費助成（高校生まで無料化）
④　赤ちゃん誕生応援事業 150万円…… 不妊治療費及び不育症治療費の助成
④　子どもの明るい未来づくり事業 318万円…… 各小学校区ごとに学習支援を実施

◆ 快適で安全な生活を支えるまち
　　移住・定住対策事業 694万円…… 定住奨励金、ふるさと体験ツアー、移住借家助成等
④　全国瞬時警報システム整備事業 883万円…… 全国瞬時警報システム改修事業
④　消防防災施設整備事業 920万円…… 消防小型動力ポンプの購入
①　秋田基本射撃場周辺整備事業 9,000万円…… 周辺道路の舗装補修工事
①　町営住宅建築事業 9,108万円…… 千刈田団地、大町団地の建て替え

　　　　除雪機械購入事業 2,610万円…… 除雪トラックの購入

◆ 活力にみちた個性豊かな産業のまち
②　地域雇用創出推進事業 2,300万円…… 町内事業所等の支援による雇用機会の創出
②　資格取得補助事業 400万円…… 資格取得に対する費用の助成
③　住宅リフォ－ム助成事業 1,500万円…… 住宅リフォ－ム工事への助成
③　じゅんさい圃場整備助成事業 300万円…… じゅんさい圃場の新設・改良への助成
③　メロン産地育成事業 350万円…… メロン種子購入助成

◆ 創造性豊かな文化ときらめく人を育むまち
⑤　山本公民館・総合支所建設事業 2,689万円…… 山本公民館・山本総合支所建設工事の設計委託
⑤　八竜体育館大規模改修事業 6,304万円…… 八竜体育館の屋根、トイレ、床、照明等の改修

◆ 行財政運営の効率化とまちづくり体制の推進
　　若者活動支援事業 250万円…… 若者主体の団体が取り組む事業への助成
　　集会所等施設整備助成金 506万円…… 集会所等の改修・備品購入に対する助成

平成30年度 町の主な事業を紹介します
　重点政策事業の住民生活環境施設の整備は『①』、雇用対策推進事業の継続は『②』、地域特性を活かした産業振興
対策は『③』、暮らしの安心確保対策は『④』、公共施設の最適化の推進は『⑤』で表示しています。（１万円未満四
捨五入で表示）

広報 みたね
mitane town
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生涯学習係 ◆上席主査　石井忍（農林課農政係主席主査）
◆主任　三浦みさき（山本総合支所地域生活係主任）
スポーツ係 ◆係長　鎌田誠（琴丘総合支所地域振興係係長）
◆主席主査　高橋辰巳（教育委員会事務局生涯学習係主席主
査）◆専門員　高橋善浩（再任用）
小中学校 ◆金岡小学校主席主査校務員　石井秀人（湖北小
学校主席主査校務員）◆湖北小学校主席主査校務員　加来久
就（浜口小学校主席主査校務員）◆浜口小学校主席主査校務

員　三浦卓也（琴丘中学校主席主査校務員）◆琴丘中学校主
席主査校務員　三浦民晴（金岡小学校主席主査校務員）◆八
竜中学校主任校務員　児玉利勝（再任用）
公民館 ◆山本公民館専門員　相原信孝（再任用）◆八竜公民
館専門員　腰丸豊（再任用）
学校給食センター ◆次長補佐兼学校給食係係長　見上貢（総
務課管財係係長）
学校給食係 ◆専門員　岡部衛（再任用）

役場組織を一部変更しました!!
　平成30年４月１日より、組織の一部を変更しましたのでお知らせします。

◆問い合わせ先　三種町役場　総務課行政係　☎85ー4815

・総務課「行政係」と「行革推進係」を統合し、「行政係」に再編します。
・健康推進課「国保年金係」と「長寿医療係」を統合し、「医療年金係」に再編します。

◆ 本庁の一部の係を再編します ◆

　これまでの２係体制から、「地域生活係」の１係に集約します。
　主な業務内容は次のとおりです。

変更後の係 主な業務内容
地域生活係

琴丘☎87ー2111
　　　87ー3516
山本☎83ー2111
　　　83ー2115

公共施設管理、自治会、納税、交通災害、選挙、財産区（山
本のみ）、住宅リフォーム受付、上下水道使用開始届
（琴丘のみ）、納付書再交付等、農政関係書類受付、戸
籍、住基、印鑑証明、埋火葬許可、環境衛生、犬の登
録、生活保護、高齢者・障害者福祉、児童手当、介護
保険、国保、後期高齢者医療、マル福、年金等

これまでの係

地域振興係

地域生活係

◆ 総合支所の係を再編します ◆

これまで各総合支所で担当していた、農政、林務、農地整備の業務を、本庁  農林課へ集約します。

　※農林課から発送された申請書関係の受付は、引き続き総合支所窓口でも行います。
　※農業公社、再生協議会業務については、引き続き総合支所窓口に担当がおります。

　　　　　　　　　　　　　　　農　政　係　☎85ー4826
◆上記問い合わせ先　農林課　　林　務　係　☎85ー4827
　　　　　　　　　　　　　　　農地整備係　☎85ー4827｛

◆ 農林課関係事務を集約します ◆

 ・教育委員会「総務係」と「学事係」を統合し、「総務学事係」に再編します。
 ・教育委員会事務室内にスポーツ係の事務室を移転します。

◆上記問い合わせ先　スポーツ係　☎87ー2113
※これまで通り、施設予約は総合体育館へご連絡ください。

◆総合体育館の予約等　☎87ー2222

◆ 教育委員会の組織を一部変更します ◆

　福祉課に「子育て支援係」を新設します。
　児童手当、児童扶養手当、保育園等、こどもに関する業務を行います。

◆上記問い合わせ先　福祉課　子育て支援係　☎85ー2190・85ー4836
　※申請書等書類の受付や児童クラブに関する業務は引き続き総合支所窓口で行います。

◆ 福祉課に係を新設します ◆
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スポーツ係 ◆係長　鎌田誠（琴丘総合支所地域振興係係長）
◆主席主査　高橋辰巳（教育委員会事務局生涯学習係主席主
査）◆専門員　高橋善浩（再任用）
小中学校 ◆金岡小学校主席主査校務員　石井秀人（湖北小
学校主席主査校務員）◆湖北小学校主席主査校務員　加来久
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務課管財係係長）
学校給食係 ◆専門員　岡部衛（再任用）

役場組織を
　平成30年４月１日より、組織の一部を変更しましたのでお知らせします。

◆問い合わせ先　三種町役場　総務課行政係　☎85ー4815

・総務課「行政係」と「行革推進係」を統合し、「行政係」に再編します。
・健康推進課「国保年金係」と「長寿医療係」を統合し、「医療年金係」に再編します。

◆ 本庁の一部の係を再編します ◆

これまでの２係体制から、「地域生活係」の１係に集約します。
主な業務内容は次のとおりです。

変更後の係 主な業務内容
地域生活係

琴丘☎87ー2111
　　　87ー3516
山本☎83ー2111
　　　83ー2115

公共施設管理、自治会、納税、交通災害、選挙、財産区（山
本のみ）、住宅リフォーム受付、上下水道使用開始届
（琴丘のみ）、納付書再交付等、農政関係書類受付、戸
籍、住基、印鑑証明、埋火葬許可、環境衛生、犬の登
録、生活保護、高齢者・障害者福祉、児童手当、介護
保険、国保、後期高齢者医療、マル福、年金等

これまでの係

地域振興係

地域生活係

◆ 総合支所の係を再編します ◆

これまで各総合支所で担当していた、農政、林務、農地整備の業務を、本庁 農林課へ集約します。

※農林課から発送された申請書関係の受付は、引き続き総合支所窓口でも行います。
※農業公社、再生協議会業務については、引き続き総合支所窓口に担当がおります。

　　　　　　　　　　　　　　　農　政　係　☎85ー4826
◆上記問い合わせ先　農林課　　林　務　係　☎85ー4827
　　　　　　　　　　　　　　　農地整備係　☎85ー4827

◆ 農林課関係事務を集約します ◆

・教育委員会「総務係」と「学事係」を統合し、「総務学事係」に再編します。
・教育委員会事務室内にスポーツ係の事務室を移転します。

※これまで通り、施設予約は総合体育館へご連絡ください。
◆上記問い合わせ先　スポーツ係　☎87ー2113

◆総合体育館の予約等　☎87ー2222

◆ 教育委員会の組織を一部変更します ◆

福祉課に「子育て支援係」を新設します。
児童手当、児童扶養手当、保育園等、こどもに関する業務を行います。

※申請書等書類の受付や児童クラブに関する業務は引き続き総合支所窓口で行います。
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町では、４月１日付けで人事異動を発令しました。

 総務課 　◆課長兼選挙管理委員会書記長　石井靖紀（総務課
課長補佐兼財政係係長）◆総務課課長補佐　藤原一喜（建設
課課長補佐）◆主任・県市町村課派遣　相沢咲希子（企画政
策課企画係主任）
行政係 ◆主席主査　近藤健（企画政課情報統計係主席主査）
◆主査　見上豪紀（総務課財政係主査）◆主査　畠山範之（商
工観光交流課観光交流係主査）◆主任　石川由美子（会計課
会計係主任）
財政係 ◆係長　川村俊英（福祉課福祉係上席主査）◆主査　田
中友樹（上下水道課水道係主査）
管財係 ◆係長　三浦幸綱（税務課賦課係係長）
 会計課 　◆会計管理者兼課長　佐々木里史（健康推進課課長）
◆課長補佐　島田清信（上下水道課水道係係長）
会計係 ◆係長　工藤真由美（山本総合支所地域生活係上席主査）
 企画政策課 　◆課長　金子孝（企画政策課課長補佐） 
企画係 ◆係長　伊藤善之（企画政策課企画係主席主査）◆主
任　熊谷幸樹（総務課主任・県市町村課派遣）◆主事　檜森
大樹（教育委員会事務局生涯学習係主事）
情報統計係 ◆主事　伊藤健也（採用）
クアオルト推進係 ◆主査　嶋田義彦（税務課収納対策係主査）
 税務課 　◆課長兼固定資産評価審査委員会事務局長　佐々木
恭一（税務課課長補佐）◆課長補佐　渡邉裕子（町民生活課
課長補佐兼町民係係長）
賦課係 ◆係長　佐々木遂子（税務課賦課係主査）◆主任　金
子奈津美（総務課行政係主事）
収納対策係 ◆係長　川村巧（建設課建設係上席主査）◆主席
主査　安部和之（琴丘総合支所地域振興係主席主査）
 町民生活課 　◆課長兼清華苑施設長　高橋泉（琴丘総合支所
支所長）◆課長補佐兼町民係係長　児玉智樹（教育委員会事
務局学校給食係係長）◆課長補佐　清水秀文（町民生活課環
境衛生係係長）
町民係 ◆主事　菊地希美（採用）◆清華苑主任技術手　渡辺
寿（再任用）
環境衛生係 ◆係長　川村幸博（農林課農政係主席主査）◆主
事　永尾舜（教育委員会事務局スポーツ係主事）
 福祉課 　子育て支援係 ◆係長　加藤竜子（琴丘総合支所
地域生活係係長）◆主席主査　渡辺祐紀（福祉課介護保険
係主席主査）◆主事　加藤知佳（福祉課福祉係主事）◆専
門員　川村義之（再任用）
介護保険係 ◆係長　牧野和歌子（総務課行政係主査）
地域包括支援係 ◆専門員　宮田世紀子（再任用）
琴丘保育園 ◆保育園長　大村恵子（琴丘保育園上席主査）
◆主任　見上喜子（森岳保育園主事）◆主事　田村果穂（採用）
◆専門員　近藤田鶴子（再任用）
森岳保育園 ◆保育園長　栗山浩子（森岳保育園上席主査）
◆主席主査　清水理香（金岡保育園主席主査）◆専門員　渡
邊晶子（再任用）
金岡保育園 ◆保育園長　牧野梨香（琴丘保育園上席主査）
◆主事　今村紗恵（採用）
下岩川保育園 ◆保育園長　佐々木雅子（琴丘保育園上席主査）
◆主査　畠山結華子（森岳保育園主任）
 健康推進課 　◆課長　金子英人（健康推進課課長補佐兼国
保年金係係長） 
医療年金係 ◆係長　門間淳子（総務課行革推進係主査）◆主
任　渡辺美里（健康推進課国保年金係主任）◆主事　近藤早

紀子（健康推進課長寿医療係主事）◆主事　信太夏綺（健康
推進課国保年金係主事）
保健係 ◆係長　斎藤淳（琴丘総合支所地域生活係主席主査）
◆主事　斎藤彩夏（企画政策課クアオルト推進係主事）
 農林課 　◆課長　寺沢梶人（農林課課長補佐）◆課長補佐　佐
藤慶一（会計課課長補佐兼会計係係長）◆課長補佐　小玉賢一（税
務課収納対策係係長）◆専門員　眞川信一（再任用）
農政係 ◆主席主査　大高一成（琴丘総合支所地域振興係主査）
◆主事　牧野洸（採用）
農地整備係 ◆係長　阿部悟（農林課農地整備係主席主査）
林務係 ◆係長　齋藤宝（山本総合支所地域振興係上席主査）
 商工観光交流課 　◆課長兼共同福祉施設長兼商工会館長　桜
庭勇樹（議会事務局事務局長兼監査委員事務局長）◆課長補
佐　後藤一家（商工観光交流課観光交流係係長）
商工係 ◆係長　相原公英（商工観光交流課商工係主席主査）
◆主事　田崎智巴耶（採用）
観光交流係 ◆係長　笹村毅（山本総合支所地域振興係上席主
査）◆主席主査　大村和人（商工観光交流課商工係主査）◆主
事　渡辺皓貴（採用）◆専門員　伊藤祐光（再任用）
 建設課 　◆課長　進藤敦（建設課課長補佐）◆課長補佐兼建
設係係長　児玉憲一（建設課建設係係長）◆課長補佐兼管理
係係長　国塚勝英（建設課管理係係長）
管理係 ◆主席主査　児玉匡史（企画政策課企画係主査）
建設係 ◆主席主査　伊藤光樹（教育委員会事務局総務係主席
主査）
 上下水道課 　◆課長　近藤光明（町民生活課課長補佐）◆課
長補佐　嶋田修一（山本総合支所地域振興係係長）
水道係 ◆係長　岩谷孝則（上下水道課水道係主席主査）◆主
席主査　岡亮吾（琴丘総合支所地域生活係主席主査）◆主席
主査　近藤一仁（総務課行政係主席主査）
下水道係 ◆主事　田中海（採用）
 議会事務局 　◆事務局長兼監査委員事務局長　平澤仁美（議
会事務局局長補佐兼議事総務係係長）◆局長補佐兼議事総務
係係長　石井透（農業委員会事務局農地調整係係長）
 農業委員会事務局 　農地調整係 ◆専門員  青山勇人（再任用）
 琴丘総合支所 　◆支所長　近藤吉弘（上下水道課課長）
地域生活係 ◆係長　関公司（上下水道課水道係主査）◆主席
主査　岡本由梨（総務課主席主査）◆主席主査　湊美樹（企
画政策課クアオルト推進係主席主査）◆主席主査　大髙純子
（健康推進課長寿医療係主査）◆主査　三浦丈（琴丘総合支所
地域振興係主査）
 山本総合支所 　◆支所長　後藤誠（教育委員会事務局次長補
佐兼公民館長兼スポーツ係係長）◆支所長補佐　内藤英子（山
本総合支所地域生活係係長）
地域生活係 ◆係長　近藤純子（山本総合支所地域振興係上席
主査）◆主査　桜田慎太郎（上下水道課下水道係主査）◆主
事　畠山夏海（採用）◆専門員　櫻庭一則（再任用）
 教育委員会事務局 　◆次長補佐　工藤伸也（琴丘総合支所支
所長補佐）◆次長補佐兼公民館長兼生涯学習係係長　柿崎留
理子（教育委員会事務局生涯学習係係長）
総務学事係 ◆係長　成田直広（教育委員会事務局総務係係長）
◆上席主査　田中一彦（教育委員会事務局スポーツ係上席主
査）◆主席主査　髙橋恵理子（教育委員会事務局学事係主席
主査）◆主事　近藤亜美（教育委員会事務局総務係主事）
◆主事　三浦朱莉（教育委員会事務局学事係主事）

人　事　異　動 ※（　）内は前所属
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町では、４月１日付けで人事異動を発令しました。町

 総務課 ◆課長長兼選兼選兼 挙挙管理委理委員会員会書記長　石井靖紀（総務課
課長課 補佐補佐兼財兼財兼 政政係係長長））◆総務課課長補佐　藤原一喜（建設
課課長補補佐）佐）◆主任主 ・県県市市町村課派遣　相沢咲希子（企画政
策課策課企画企画係主係主任）任）
行政係 ◆主席主査 近藤健（企画政課情報統計係主席主査）
◆主査　見上豪紀（総務課財政係主査）◆主査　畠山範之（商
工観光交流課観光交流係主査）◆主任　石川由美子（会計課
会計係主任）
財政係◆係長　川村俊英（福祉課福祉係上席主査）◆主査　田
中友樹（上下水道課水道係主査）
管財係 ◆係長　三浦幸綱（税務課賦課係係長）
 会計課 ◆会計管理者兼課長　佐々木里史（健康推進課課長）
◆課長補佐　島田清信（上下水道課水道係係長）
会計係 ◆係長　工藤真由美（山本総合支所地域生活係上席主査）
 企画政策課 　◆課長　金子孝（企画政策課課長補佐）
企画係 ◆係長　伊藤善之（企画政策課企画係主席主査）◆主
任　熊谷幸樹（総務課主任・県市町村課派遣）◆主事　檜森
大樹（教育委員会事務局生涯学習係主事）
情報統計係 ◆主事　伊藤健也（採用）
クアオルト推進係 ◆主査　嶋田義彦（税務課収納対策係主査）
税務課 ◆課長兼固定資産評価審査委員会事務局長　佐々木
恭一（税務課課長補佐）◆課長補佐　渡邉裕子（町民生活課
課長補佐兼町民係係長）
賦課係 ◆係長 佐々木遂子（税務課賦課係主査）◆主任　金
子奈津美（総務課行政係主事）
収納対策係 ◆係長　川村巧（建設課建設係上席主査）◆主席
主査 安部和之（琴丘総合支所地域振興係主席主査）
 町民生活課 ◆課長兼清華苑施設長 高橋泉（琴丘総合支所
支所長）◆課長補佐兼町民係係長　児玉智樹（教育委員会事
務局学校給食係係長）◆課長補佐　清水秀文（町民生活課環
境衛生係係長）
町民係 ◆主事　菊地希美（採用）◆清華苑主任技術手　渡辺
寿（再任用）
環境衛生係 ◆係長　川村幸博（農林課農政係主席主査）◆主
事　永尾舜（教育委員会事務局スポーツ係主事）
 福祉課 　子育て支援係 ◆係長　加藤竜子（琴丘総合支所
地域生活係係長）◆主席主査　渡辺祐紀（福祉課介護保険
係主席主査）◆主事　加藤知佳（福祉課福祉係主事）◆専
門員　川村義之（再任用）
介護保険係 ◆係長　牧野和歌子（総務課行政係主査）
地域包括支援係 ◆専門員　宮田世紀子（再任用）
琴丘保育園 ◆保育園長　大村恵子（琴丘保育園上席主査）
◆主任　見上喜子（森岳保育園主事）◆主事　田村果穂（採用）
◆専門員　近藤田鶴子（再任用）
森岳保育園 ◆保育園長　栗山浩子（森岳保育園上席主査）
◆主席主査　清水理香（金岡保育園主席主査）◆専門員　渡
邊晶子（再任用）
金岡保育園 ◆保育園長　牧野梨香（琴丘保育園上席主査）
◆主事　今村紗恵（採用）
下岩川保育園 ◆保育園長　佐々木雅子（琴丘保育園上席主査）
◆主査　畠山結華子（森岳保育園主任）
 健康推進課 ◆課長　金子英人（健康推進課課長補佐兼国
保年金係係長） 
医療年金係 ◆係長　門間淳子（総務課行革推進係主査）◆主
任　渡辺美里（健康推進課国保年金係主任）◆主事　近藤早

子（健康推進課長寿医療係主事）紀子 ◆主事　信太夏綺（健康
進課国保年金係主事）推進
健係保健 ◆係長　斎藤淳（琴丘総合支所地域生活係主席主査）

◆主事　斎藤彩夏（企画政策課クアオルト推進係主事）主
 農林課 　◆課長　寺沢梶人（農林課課長補佐）◆課長補佐　佐
慶一（会計課課長補佐兼会計係係長）藤慶 ◆課長補佐　小玉賢一（税
課収納対策係係長）務課 ◆専門員　眞川信一（再任用）
政係農政 ◆主席主査　大高一成（琴丘総合支所地域振興係主査）

◆主事　牧野洸（採用）主
地整備係農地 ◆係長　阿部悟（農林課農地整備係主席主査）
務係林務 ◆係長　齋藤宝（山本総合支所地域振興係上席主査）

 商工観光交流課 ◆課長兼共同福祉施設長兼商工会館長　桜
勇樹（議会事務局事務局長兼監査委員事務局長）庭勇 ◆課長補
後藤一家（商工観光交流課観光交流係係長）佐　
工係商工 ◆係長　相原公英（商工観光交流課商工係主席主査）

◆主事　田崎智巴耶（採用）主
光交流係観光 ◆係長　笹村毅（山本総合支所地域振興係上席主

査）◆主席主査　大村和人（商工観光交流課商工係主査）◆主
渡辺皓貴（採用）事　 ◆専門員　伊藤祐光（再任用）

 建設課 ◆課長　進藤敦（建設課課長補佐）◆課長補佐兼建
係係長　児玉憲一（建設課建設係係長）設係 ◆課長補佐兼管理
係長　国塚勝英（建設課管理係係長）係係
理係管理 ◆主席主査　児玉匡史（企画政策課企画係主査）
設係建設 ◆主席主査　伊藤光樹（教育委員会事務局総務係主席
査）主査

 上下水道課 ◆課長　近藤光明（町民生活課課長補佐）◆課
補佐　嶋田修一（山本総合支所地域振興係係長）長補
道係水道 ◆係長　岩谷孝則（上下水道課水道係主席主査）◆主
主査　岡亮吾（琴丘総合支所地域生活係主席主査）席主 ◆主席

主査　近藤一仁（総務課行政係主席主査）
下水道係 ◆主事　田中海（採用）
  議会事務局 ◆事務局長兼監査委員事務局長　平澤仁美（議
会事務局局長補佐兼議事総務係係長）◆局長補佐兼議事総務
係係長　石井透（農業委員会事務局農地調整係係長）
  農業委員会事務局 農地調整係 ◆専門員  青山勇人（再任用）
  琴丘総合支所 ◆支所長　近藤吉弘（上下水道課課長）
地域生活係 ◆係長　関公司（上下水道課水道係主査）◆主席
主査　岡本由梨（総務課主席主査）◆主席主査　湊美樹（企
画政策課クアオルト推進係主席主査）◆主席主査　大髙純子
（健康推進課長寿医療係主査）◆主査　三浦丈（琴丘総合支所
地域振興係主査）
  山本総合支所 ◆支所長　後藤誠（教育委員会事務局次長補
佐兼公民館長兼スポーツ係係長）◆支所長補佐　内藤英子（山
本総合支所地域生活係係長）
地域生活係 ◆係長　近藤純子（山本総合支所地域振興係上席
主査）◆主査　桜田慎太郎（上下水道課下水道係主査）◆主
事　畠山夏海（採用）◆専門員　櫻庭一則（再任用）
  教育委員会事務局 ◆次長補佐　工藤伸也（琴丘総合支所支
所長補佐）◆次長補佐兼公民館長兼生涯学習係係長　柿崎留
理子（教育委員会事務局生涯学習係係長）
総務学事係 ◆係長　成田直広（教育委員会事務局総務係係長）
◆上席主査　田中一彦（教育委員会事務局スポーツ係上席主
査）◆主席主査　髙橋恵理子（教育委員会事務局学事係主席
主査）◆主事　近藤亜美（教育委員会事務局総務係主事）
◆主事　三浦朱莉（教育委員会事務局学事係主事）

（　）内は前所属※
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三
種
町
定
住
奨
励
金
制
度
は
今
年
度
で

終
了
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
受
付
は
平
成
30
年
度
末
ま
で
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

●

単
身
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10
万
円

●

家
族
（
２
名
以
上
） …
…
…
…
20
万
円

満
18
歳
以
下
の
世
帯
員
が
い
る
場
合
は

当
該
世
帯
員
１
人
に
つ
き
５
万
円
加

算
。
世
帯
上
限
額
50
万
円

対
象
者

●

平
成
30
年
３
月
31
ま
で
に
三
種
町
に
転

入
し
た
、
次
の
条
件
を
満
た
す
方

・
町
外
に
５
年
以
上
居
住（
住
民
登
録
）

し
、新
た
に
三
種
町
に
転
入
届（
住
民
登

録
）し
て
か
ら
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

※
転
勤
等
に
よ
る
転
入
、
福
祉
施
設
へ
の

入
所
を
目
的
と
し
た
転
入
、
大
学
進
学
の

た
め
転
出
し
た
者
の
再
転
入
、
税
金
滞
納

者
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

●
申
請
場
所　

企
画
政
策
課

●
必
要
書
類

　

申
請
書
、
個
別
調
書
、
住
民
票
謄
本
、

戸
籍
の
附
票
（
三
種
町
に
転
入
す
る
以
前

５
年
間
の
居
住
地
を
証
明
す
る
も
の
）

●
申
請
期
限

　

平
成
31
年
４
月
７
日
ま
で

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係

☎
８
５
―
４
８
１
７

　

将
来
を
担
う
若
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
を
支
援
し
ま
す
。
 

補
助
金
額　

上
限
50
万
円

　

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
９
以
内
、

50
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
経
費
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
企

画
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

①
代
表
者
が
若
者
（
40
歳
以
下
）

②
町
民
及
び
町
内
に
勤
務
す
る
者
が
５
人
以
上

③
構
成
員
の
う
ち
若
者
が
３
分
の
２
以
上

 

申
請
方
法　

平
成
30
年
４
月
13
日
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
、

　

町
民
の
方
が
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
に
入
会
す
る
際
の
登
録
料
１
万
円
を

全
額
助
成
し
ま
す
。
有
効
期
間
は
登
録
日

か
ら
３
年
間
で
す
。（
役
場
で
の
手
続
き

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。）

 

入
会
手
続
き

①
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
本
人
が
「
あ
き

た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
入
会
を
申

し
込
み
、
必
要
書
類
を
提
出

②
町
が
同
意
書
に
基
づ
い
て
、
登
録
者
の

住
所
、氏
名
等
を
確
認
し
、町
か
ら
「
あ

き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
入
会
登

録
料
を
支
払
う

　

以
上
で
入
会
手
続
き
は
完
了
で
す
。

　

出
会
い
や
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
皆

様
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
―
８
０
０
―
０
４
１
３

　
（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

定
住
奨
励
金
制
度

〜
平
成
30
年
度
で
終
了
し
ま
す
〜

若
者
活
動
支
援
事
業
が

始
ま
り
ま
す

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

入
会
登
録
料
助
成

▼
北
セ
ン
タ
ー

　

・
大
館
市
字
中
町
５　

☎
０
１
８
６
―
５
７
―
８
６
１
１

▼
中
央
セ
ン
タ
ー

　

・
秋
田
市
中
通
６
―
７
―
36

☎
０
１
８
―
８
７
４
―
９
４
７
１

※
完
全
予
約
制
で
す
。
各
セ
ン
タ
ー
へ
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
企
画
政
策
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係

☎
８
５
―
４
８
１
７

平
成
30
年
度

補
助
金
・
助
成
金
の
お
知
ら
せ

　

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
三
種
町
で
も
実
施
し
ま
す
。

●
と　

き　

５
月
６
日
11
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ　

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階
視
聴
覚
室

●
内　

容　

①
会
員
登
録
（
入
会
）

②
お
相
手
検
索

　
（
個
別
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
）

③
結
婚
に
関
す
る
相
談

●
利
用
方
法

　

利
用
を
希
望
す
る
本
人
が
、２
日
前

ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
完
全
予
約
制
）

◆
予
約
、
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　

中
央
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
８
―
８
７
４
―
９
４
７
１

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
・

出
張
セ
ン
タ
ー
開
設

平成30年４月 16

三
種
町
定
住
奨
励
金
制
度
は
今
年
度
で

終
了
と
な
り
ま
す
。

申
請
受
付
は
平
成
30
年
度
末
ま
で
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

●

単
身
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10
万
円

●

家
族
（
２
名
以
上
）
…
…
…
…
20
万
円

満
18
歳
以
下
の
世
帯
員
が
い
る
場
合
は

当
該
世
帯
員
１
人
に
つ
き
５
万
円
加

算
。
世
帯
上
限
額
50
万
円

対
象
者

●

平
成
30
年
３
月
31
ま
で
に
三
種
町
に
転

入
し
た
、
次
の
条
件
を
満
た
す
方

・
町
外
に
５
年
以
上
居
住（
住
民
登
録
）

し
、新
た
に
三
種
町
に
転
入
届（
住
民
登

録
）し
て
か
ら
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

※
転
勤
等
に
よ
る
転
入
、
福
祉
施
設
へ
の

入
所
を
目
的
と
し
た
転
入
、
大
学
進
学
の

た
め
転
出
し
た
者
の
再
転
入
、
税
金
滞
納

者
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

●
申
請
場
所

企
画
政
策
課

●
必
要
書
類

申
請
書
、
個
別
調
書
、
住
民
票
謄
本
、

入
す
る
以
前

戸
籍
の
附
票
（
三
種
町
に
転
入る

も
の
）

５
年
間
の
居
住
地
を
証
明
す
る

●
申
請
期
限

平
成
31
年
４
月
７
日
ま
で

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課

企
画
係

☎
８
５
―
４
８
１
７

将
来
を
担
う
若
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
金
額

上
限
50
万
円

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
９
以
内
、

50
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

対
象
経
費
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
企

画
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。対

象
者

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

①
代
表
者
が
若
者
（
40
歳
以
下
）

②
町
民
及
び
町
内
に
勤
務
す
る
者
が
５
人
以
上

③
構
成
員
の
う
ち
若
者
が
３
分
の
２
以
上

申
請
方
法

平
成
30
年
４
月
13
日
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
、

町
民
の
方
が
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
に
入
会
す
る
際
の
登
録
料
１
万
円
を

全
額
助
成
し
ま
す
。
有
効
期
間
は
登
録
日

か
ら
３
年
間
で
す
。（
役
場
で
の
手
続
き

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。）

入
会
手
続
き

①
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
本
人
が
「
あ
き

た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
入
会
を
申

し
込
み
、
必
要
書
類
を
提
出

②
町
が
同
意
書
に
基
づ
い
て
、
登
録
者
の

住
所
、氏
名
等
を
確
認
し
、町
か
ら
「
あ

き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
入
会
登

録
料
を
支
払
う

以
上
で
入
会
手
続
き
は
完
了
で
す
。

出
会
い
や
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
皆

様
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
―
８
０
０
―
０
４
１
３

（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

定
住
奨
励
金
制
度度

〜
平
成
30
年
度
で
終終
了了
しし
まま
すすす
〜〜〜

若
者
活
動
支
援
事事
業業業
ががが

始
ま
り
ま
す

あ
き
た
結
婚
支
援
セセ
ンン
タタ
ーーーー

入
会
登
録
料
助
成

▼
北
セ
ン
タ
ー

・
大
館
市
字
中
町
５

☎
０
１
８
６
―
５
７
―
８
６
１
１

▼
中
央
セ
ン
タ
ー

・
秋
田
市
中
通
６
―
７
―
36

☎
０
１
８
―
８
７
４
―
９
４
７
１

※
完
全
予
約
制
で
す
。
各
セ
ン
タ
ー
へ
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
企
画
政
策
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課

企
画
係

☎
８
５
―
４
８
１
７

平
成
30
年
度

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
三
種
町
で
も
実
施
し
ま
す
。

●
と

き

５
月
６
日
11
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

２
階
視
聴
覚
室

●
内

容

①
会
員
登
録
（
入
会
）

②
お
相
手
検
索

（
個
別
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
）

③
結
婚
に
関
す
る
相
談

●
利
用
方
法

利
用
を
希
望
す
る
本
人
が
、２
日
前

ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
完
全
予
約
制
）

◆
予
約
、
問
い
合
わ
せ
先

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

中
央
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
―
８
７
４
―
９
４
７
１

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
・

出
張
セ
ン
タ
ー
開
設

平成30年４月 16



　

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
を

提
出
し
た
、
左
記
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
夫
婦
へ
、
結
婚
祝
金
を
交
付
し
ま
す
。

祝
金
の
額

１
組
に
つ
き
10
万
円
分
の
み
た
ね
共
通
商
品
券

対
象
者

●

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
を

提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
夫
婦

●

婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
２
か
月

以
内
に
、
夫
婦
と
も
に
三
種
町
内
の
同

じ
住
所
へ
居
住
し
て
い
る
こ
と

●

祝
金
支
給
後
、
婚
姻
を
解
消
す
る
こ
と

な
く
、
２
年
以
上
三
種
町
に
居
住
す
る

こ
と
を
確
約
し
た
夫
婦

●

婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
た
日
に
お
い
て
夫

婦
ど
ち
ら
か
の
年
齢
が
49
歳
以
下
で
あ

る
こ
と

●

夫
婦
及
び
そ
の
世
帯
員
が
町
税
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

●

夫
婦
と
も
に
、過
去
に
定
住
奨
励
金
ま
た

は
祝
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※
申
請
方
法
・
書
類
等
は
婚
姻
届
受
付
時

に
窓
口
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
申
請
期
限
は
婚
姻
し
た
日
か
ら
３
か
月

以
内
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係

☎
８
５
―
４
８
１
７

　

若
者
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
事
業

を
行
お
う
と
す
る
団
体
・
個
人
の
活
動
を

応
援
し
ま
す
！

 

補
助
金
額　

上
限
20
万
円

●

補
助
対
象
経
費
…
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
必

要
な
経
費
、
講
師
及
び
司
会
等
へ
の
謝

金
お
よ
び
旅
費
、
広
告
費
等
（
飲
食
費

は
対
象
外
）

 
対
象
者

●
活
動
の
拠
点
が
三
種
町
内
に
あ
り
、
男

女
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
す
る
団
体
ま
た
は
個
人
（
団

体
の
代
表
ま
た
は
個
人
は
20
歳
以
上
で

あ
る
こ
と
）。

 

対
象
事
業
・
対
象
経
費

●

原
則
町
内
で
実
施
す
る
事
業

●

参
加
者
を
公
募
し
、
男
女
と
も
独
身
か

つ
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

●

町
内
在
住
者
の
割
合
が
参
加
者
全
体
の

３
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と

※
申
し
込
み
・
申
請
方
法
に
つ
い
て

希
望
の
方
は
企
画
政
策
課
企
画
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係

　

☎
８
５
―
４
８
１
７

三
種
町
結
婚
祝
金
制
度
が

始
ま
り
ま
す

三
種
町
出
会
い
創
出
事
業

補
助
金
が
始
ま
り
ま
す

大
館
能
代
空
港

利
用
促
進
助
成
制
度

　

大
館
能
代
空
港
の
利
用
促
進
を
目
的
に
、
同
空
港
発
着
の
航
空
機
を

利
用
し
た
方
に
助
成
し
ま
す
。

 

助
成
金
額

大
館
能
代
空
港　

 

羽
田
空
港

片
道　

３
０
０
０
円
／
席

大
人
・
小
児 

同
額
を
助
成
し
ま
す
。

 

対
象
者

●

三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
方

●

三
種
町
に
所
在
す
る
事
業
所

●

三
種
町
に
扶
養
者
を
有
す
る
学
生

 

申
請
方
法

①
大
館
能
代
空
港
発
着
便
を
利
用
す
る

・
ご
搭
乗
案
内
（
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
）
は

申
請
に
必
要
な
た
め
、
紛
失
し
な
い
よ

う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

②
助
成
金
交
付
申
請

・
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ご
搭

乗
案
内
（
原
本
）
と
身
分
証
明
書
等
の

写
し
を
貼
付
の
う
え
企
画
政
策
課
へ
直

接
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ご
搭
乗
案
内
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
利
用
後
、
30
日
以
内
（
３
月
利
用
分
に

つ
い
て
は
４
月
７
日
ま
で
）
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

③
助
成
金
交
付

・
申
請
内
容
を
確
認
し
、
後
日
、
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

・
搭
乗
者
本
人
以
外
の
口
座
に
振
り
込
み

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
口
座
振
込
依

頼
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

対
象
に
な
る
航
空
券
の
種
類

・
通
常
運
賃
、
プ
レ
ミ
ア
ム
運
賃
、
往
復

運
賃
、
ビ
ジ
ネ
ス
き
っ
ぷ
、
特
割
、
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ピ
ー
ト
、
出
張
割
、
シ
ャ
ト

ル
往
復
運
賃
、
旅
割
、
い
っ
し
ょ
に
マ

イ
ル
割
、
ス
マ
ー
ト
Ｕ
25
、
ス
マ
ー
ト

シ
ニ
ア
空
割
、
個
人
包
括
旅
行
Ｄ
Ｐ
割

引
運
賃
、
旅
作

◎
対
象
に
な
ら
な
い
航
空
券
の
種
類

・
株
主
優
待
運
賃
（
プ
レ
ミ
ア
ム
、
小
児

含
む
）、
団
体
割
引
運
賃
、
特
典
無
料

航
空
券　

等
（
こ
の
他
に
も
対
象
外
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
公
費
に
よ
る
出
張
や
助
成
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係

　

☎
８
５
―
４
８
１
７

助成対象が

拡充されまし
た！

平成30年度  補助金・助成金のお知らせ

広報 みたね
mitane town

17

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
を

提
出
し
た
、
左
記
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
夫
婦
へ
、
結
婚
祝
金
を
交
付
し
ま
す
。

祝
金
の
額

１
組
に
つ
き
10
万
円
分
の
み
た
ね
共
通
商
品
券

対
象
者

●

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
を

提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
夫
婦

●

婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
２
か
月

以
内
に
、
夫
婦
と
も
に
三
種
町
内
の
同

じ
住
所
へ
居
住
し
て
い
る
こ
と

●

る
こ
と

祝
金
支
給
後
、
婚
姻
を
解
消
す
る住

す
る

な
く
、
２
年
以
上
三
種
町
に
居
住

こ
と
を
確
約
し
た
夫
婦

●

い
て
夫

婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
た
日
に
お
い

婦
ど
ち
ら
か
の
年
齢
が
49

下
で
あ

歳
以
下

る
こ
と

●

等
を
滞

夫
婦
及
び
そ
の
世
帯
員
が
町
税
等

納
し
て
い
な
い
こ
と

●

金
ま
た

夫
婦
と
も
に
、過
去
に
定
住
奨
励
金こ

と

は
祝
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ受

付
時

※
申
請
方
法
・
書
類
等
は
婚
姻
届
受

に
窓
口
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
か
月

※
申
請
期
限
は
婚
姻
し
た
日
か
ら
３

以
内
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課

企
画
係

☎
８
５
―
４
８
１
７

若
者
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
事
業

を
行
お
う
と
す
る
団
体
・
個
人
の
活
動
を

応
援
し
ま
す
！

補
助
金
額

上
限
20
万
円

●

補
助
対
象
経
費
…
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
必

要
な
経
費
、
講
師
及
び
司
会
等
へ
の
謝

金
お
よ
び
旅
費
、
広
告
費
等
（
飲
食
費

は
対
象
外
）

対
象
者

●
活
動
の
拠
点
が
三
種
町
内
に
あ
り
、
男

女
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
す
る
団
体
ま
た
は
個
人
（
団

体
の
代
表
ま
た
は
個
人
は
20
歳
以
上
で

あ
る
こ
と
）。

対
象
事
業
・
対
象
経
費

●

原
則
町
内
で
実
施
す
る
事
業

●

参
加
者
を
公
募
し
、
男
女
と
も
独
身
か

つ
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

●

町
内
在
住
者
の
割
合
が
参
加
者
全
体
の

３
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と

※
申
し
込
み
・
申
請
方
法
に
つ
い
て

希
望
の
方
は
企
画
政
策
課
企
画
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課

企
画
係

☎
８
５
―
４
８
１
７

三
種
町
結
婚
祝
金金
制制
度度度
がががが

始
ま
り
ま
す

三
種
町
出
会
い
創創
出出
事事事
業業業業

補
助
金
が
始
ま
りり
まま
すすす

大
館
能
代
空
港

利
用
促
進
助助
成
制
度度

大
館
能
代
空
港
の
利
用
促
進
を
目
的
に
、
同
空
港
発
着
の
航
空
機
を

利
用
し
た
方
に
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
額

大
館
能
代
空
港

羽
田
空
港

片
道

３
０
０
０
円
／
席

大
人
・
小
児
同
額
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

●

三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
方

●

三
種
町
に
所
在
す
る
事
業
所

●

三
種
町
に
扶
養
者
を
有
す
る
学
生

申
請
方
法

①
大
館
能
代
空
港
発
着
便
を
利
用
す
る

・
ご
搭
乗
案
内
（
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
）
は

申
請
に
必
要
な
た
め
、
紛
失
し
な
い
よ

う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

②
助
成
金
交
付
申
請

・
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ご
搭

乗
案
内
（
原
本
）
と
身
分
証
明
書
等
の

写
し
を
貼
付
の
う
え
企
画
政
策
課
へ
直

接
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ご
搭
乗
案
内
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
利
用
後
、
30
日
以
内
（
３
月
利
用
分
に

つ
い
て
は
４
月
７
日
ま
で
）
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

③
助
成
金
交
付

・
申
請
内
容
を
確
認
し
、
後
日
、
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

・
搭
乗
者
本
人
以
外
の
口
座
に
振
り
込
み

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
口
座
振
込
依

頼
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対
象
に
な
る
航
空
券
の
種
類

・
通
常
運
賃
、
プ
レ
ミ
ア
ム
運
賃
、
往
復

運
賃
、
ビ
ジ
ネ
ス
き
っ
ぷ
、
特
割
、
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ピ
ー
ト
、
出
張
割
、
シ
ャ
ト

ル
往
復
運
賃
、
旅
割
、
い
っ
し
ょ
に
マ

イ
ル
割
、
ス
マ
ー
ト
Ｕ
25
、
ス
マ
ー
ト

シ
ニ
ア
空
割
、
個
人
包
括
旅
行
Ｄ
Ｐ
割

引
運
賃
、
旅
作

◎
対
象
に
な
ら
な
い
航
空
券
の
種
類

・
株
主
優
待
運
賃
（
プ
レ
ミ
ア
ム
、
小
児

含
む
）、
団
体
割
引
運
賃
、
特
典
無
料

航
空
券

等
（
こ
の
他
に
も
対
象
外
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
公
費
に
よ
る
出
張
や
助
成
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課

企
画
係

☎
８
５
―
４
８
１
７

大

助成対象が

拡充されまし
た！

平成30年度 補助金・助成金のお知らせ
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区分 ①新規雇用奨励
事業

②店舗等新築・増改築
事業 ③機械設備投資事業 ④新規進出・起業・異業種

参入支援事業 ⑤工場誘致等奨励事業

支
援
内
容

　人材の確保を図る
ため新たに社員を雇
用した事業者に対し
て支援する。

　事業所の新築及び増
改築を行うことによ
り、売上げの増加や作
業が効率化され、新た
な雇用が見込まれる事
業者に対して支援す
る。

　新規の設備投資や既存設備の更
新により、新たな雇用が見込まれ
る事業者に対して支援する。

　町内に新たに進出する企業、町
内で新規に起業する者及び異業種
部門（日本標準産業分類の中分類
で異なる業種）へ参入し、新たな
法人を設立又は新たな事業を開始
することにより雇用の拡大が見込
まれる既存事業者に対して支援す
る。

・町内に工場を新設し、又は増
設し、人材の確保を図るため
新たに社員を雇用した事業者
に対して支援する。

補　

助　

対　

象

　町内事業者が、当
該年度に町内に住所
を有する新卒者及び
離職者の正規社員を
雇用する場合は定年
に達する前５年以上
の者又は非正規社員
として、それぞれ１
年を超える雇用契約
をして採用した場合
に補助

　店舗・事務所・作業
場・外構等の事業の用
に供する建物等の新築
及び増改築に要する経
費

　機械設備の新設及び既存設備と
同等以上の設備投資に要する経費

　町内に新たに事業所を開設する
ため又は異業種参入のために必要
な設備工事、機械器具、備品の購
入に要する経費

・三種町工場誘致等奨励条例第
４条各号のいずれかに該当す
る事業者が、町内に住所を有
する新卒者、転入者及び離職
者の正規社員、又は非正規社
員として雇用契約をして採用
した場合に補助
・上記事業者が、工場の新設又
は増設に伴い町内に2,000平
方メートルを超える用地を取
得する場合に補助

補
助
率
及
び
補
助
額

　正規社員の新卒者
及び転入者及び35
歳未満の離職者１人
月額３万円、35歳
以上の離職者１人月
額２万円、非正規社
員１人月額１万円と
する。ただし、採用
月から１人12か月
を限度とする。

　対象事業費の15％
補助とし、１事業者
30万円を限度とする。
ただし、対象事業費
は50万円以上とする。
町外からの集客を見込
める観光事業の場合
は、対象事業費の30
％補助とし、１事業
所200万円を限度とす
る。（千円未満の端数
が生じた場合は、これ
を切り捨てる。）

　対象事業費の15％補助とし、
１事業者50万円を限度とする。
ただし、対象事業費は30万円以
上とする。工具器具等の場合、単
価10万円以上で事業費合計が30
万円以上のものとする。（千円未
満の端数が生じた場合は、これを
切り捨てる。）

　対象事業費の30％補助とし、１
事業者200万円を限度とする。た
だし、対象事業費は100万円以上
とする。機械器具、備品の場合、
単価３万円以上で事業費合計が
100万円以上のものとする（千円
未満の端数が生じた場合は、これ
を切り捨てる。）

・正規社員の新卒者、転入者
及び35歳未満の離職者１人
年額36万円、35歳以上の離
職者１人年額24万円、非正規
社員１人年額12万円とする。
ただし、採用月から１人３年
を限度とし支給する。
・用地取得費の１／３補助と
し、１事業者３千万円を限度
とする（用地取得費には、土
地造成に要する経費であって
町長が特に必要と認めたもの
を含む）。

そ　

の　

他　

要　

件

・社員採用時におい
て、過去６か月間
に解雇を行ってい
ないこととする。
・正規社員は週40
時間、非正規社員
は週30時間以上
勤務を基本とする
が、これによりが
たい場合は、別途
協議する。
・雇用台帳・雇用保
険被保険者証の写
し

・観光事業の場合は、
三種町商工会へ事業
計画書を提出し、経営
指導を受け、審査会の
承認を受けたもの。
・改修に際しては、町
内業者を利用するも
のとする。
・店舗や事業所等との併
用住宅の場合は、店
舗や事業所等の部分
について対象とする。
　　ただし、共用部分
は事業費を按分する
ものとする。

・機械設備は町内から購入するも
のとする。ただし、これにより
がたい場合は、理由を明記する。
・重機又は大型車両に類するもの
について社名・屋号を塗装等
により１文字あたり７cm × ７
cm以上の大きさで表示するも
のとする。（マグネット不可）
・営業車両及び事務用機器は対象
外とする。
・機械設備が中古品の場合は、別
途協議する。
・リース契約等による分割支払い
の場合は、補助対象外とする。

・三種町商工会へ事業計画書を提
出し、経営指導を受け、審査会
の承認を受けたもの。
・町外から進出する場合は、本社
の納税証明書を添付
・既存の事業所内に新規事業所を
開設し、その区分を明確にでき
ない場合は、補助対象としない。
・税務署へ開業届（法人の場合は、
法人設立届）をしている場合は、
届書の写しを添付（未届の場合
は開業から２か月以内に提出す
るものとする）
・異業種参入の場合は、営業の種
類によって、各種届出、許認可
等の写しを添付

・正規社員は週40時間、非正
規社員は週30時間以上勤務
を基本とするが、これにより
がたい場合は、別途協議する。
・雇用台帳・雇用保険被保険者
証の写し
・当該土地の取得の日の翌日か
ら起算して１年以内に当該土
地を敷地とする工場等の建設
に着手したときに交付するも
のとする。

・農林漁業、医療業は補助対象外。
・①は社員雇用から１か月以内に申請すること。
・②～⑤は、事業の実施前に申請すること。（補助金の交付決定日以前に契約、発注した事業については、対象となりません。）
・②～③及び④の異業種参入については、三種町内で１年以上、事業を行っていること。
・税金等及び上下水道料並びに温泉使用料も完納していること。
・各事業とも雇用計画書を添付し、確実に雇用が見込まれること。
・②～⑤の事業費には、消費税を含む。
・補助額に千円未満の端数が生じた場合は切り捨てる。
・各メニューとも補助の限度額に関わらず、１事業者、年１回の申請となります。
　（例）すでに機械設備投資事業で補助決定を受けた事業所は、その金額が補助限度額以下であっても、年度内に同じ機械設備投資事業での申請はで
きません。
・予算がなくなり次第終了となりますので、計画的かつお早目に申請してください。

◆問い合わせ先　商工観光交流課　商工係　☎ 85－4830
　　　　　　　　　三種町商工会　本　所　☎ 83－3010
◆補助金申請窓口　商工観光交流課　商工係　

　地域経済の活性化と雇用の拡大を図るため、中小企業基本法第２条の定めに該当する三種町内に
主たる事業所または住所を有する事業者が行う、雇用創出事業ならびに新規企業（事業所）等進出
の経費に対して補助をする制度で、新たな雇用が見込まれる事業者が補助の対象となります。　
　交付決定前に契約、発注したものは補助対象となりませんので、必ず事前に申請して下さい。

地域雇用創出推進事業平成30年度

事業内容

平成30年度  補助金・助成金のお知らせ
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区分 ①新規雇用奨励
事業

②店舗等新築・増改築
事業 ③機械設備投資事業 ④新規進出・起業・異業種

参入支援事業 ⑤工場誘致等奨励事業

支
援
内
容

　人材の確保を図る
ため新たに社員を雇
用した事業者に対し
て支援する。

　事業所の新築及び増
改築を行うことによ
り、売上げの増加や作
業が効率化され、新た
な雇用が見込まれる事
業者に対して支援す
る。

　新規の設備投資や既存設備の更
新により、新たな雇用が見込まれ
る事業者に対して支援する。

　町内に新たに進出する企業、町
内で新規に起業する者及び異業種
部門（日本標準産業分類の中分類
で異なる業種）へ参入し、新たな
法人を設立又は新たな事業を開始
することにより雇用の拡大が見込
まれる既存事業者に対して支援す
る。

・町内に工場を新設し、又は増
設し、人材の確保を図るため
新たに社員を雇用した事業者
に対して支援する。

補

助

対

象

　町内事業者が、当
該年度に町内に住所
を有する新卒者及び
離職者の正規社員を
雇用する場合は定年
に達する前５年以上
の者又は非正規社員
として、それぞれ１
年を超える雇用契約
をして採用した場合
に補助

　店舗・事務所・作業
場・外構等の事業の用
に供する建物等の新築
及び増改築に要する経
費

　機械設備の新設及び既存設備と
同等以上の設備投資に要する経費

　町内に新たに事業所を開設する
ため又は異業種参入のために必要
な設備工事、機械器具、備品の購
入に要する経費

・三種町工場誘致等奨励条例第
４条各号のいずれかに該当す
る事業者が、町内に住所を有
する新卒者、転入者及び離職
者の正規社員、又は非正規社
員として雇用契約をして採用
した場合に補助
・上記事業者が、工場の新設又
は増設に伴い町内に2,000平
方メートルを超える用地を取
得する場合に補助

補
助
率
及
び
補
助
額

　正規社員の新卒者
及び転入者及び35
歳未満の離職者１人
月額３万円、35歳
以上の離職者１人月
額２万円、非正規社
員１人月額１万円と
する。ただし、採用
月から１人12か月
を限度とする。

　対象事業費の15％
補助とし、１事業者
30万円を限度とする。
ただし、対象事業費
は50万円以上とする。
町外からの集客を見込
める観光事業の場合
は、対象事業費の30
％補助とし、１事業
所200万円を限度とす
る。（千円未満の端数
が生じた場合は、これ
を切り捨てる。）

　対象事業費の15％補助とし、
１事業者50万円を限度とする。
ただし、対象事業費は30万円以
上とする。工具器具等の場合、単
価10万円以上で事業費合計が30
万円以上のものとする。（千円未
満の端数が生じた場合は、これを
切り捨てる。）

　対象事業費の30％補助とし、１
事業者200万円を限度とする。た
だし、対象事業費は100万円以上
とする。機械器具、備品の場合、
単価３万円以上で事業費合計が
100万円以上のものとする（千円
未満の端数が生じた場合は、これ
を切り捨てる。）

・正規社員の新卒者、転入者
及び35歳未満の離職者１人
年額36万円、35歳以上の離
職者１人年額24万円、非正規
社員１人年額12万円とする。
ただし、採用月から１人３年
を限度とし支給する。
・用地取得費の１／３補助と
し、１事業者３千万円を限度
とする（用地取得費には、土
地造成に要する経費であって
町長が特に必要と認めたもの
を含む）。

そ

の

他

要

件

・社員採用時におい
て、過去６か月間
に解雇を行ってい
ないこととする。
・正規社員は週40
時間、非正規社員
は週30時間以上
勤務を基本とする
が、これによりが
たい場合は、別途
協議する。
・雇用台帳・雇用保
険被保険者証の写
し

・観光事業の場合は、
三種町商工会へ事業
計画書を提出し、経営
指導を受け、審査会の
承認を受けたもの。
・改修に際しては、町
内業者を利用するも
のとする。
・店舗や事業所等との併
用住宅の場合は、店
舗や事業所等の部分
について対象とする。
　　ただし、共用部分
は事業費を按分する
ものとする。

・機械設備は町内から購入するも
のとする。ただし、これにより
がたい場合は、理由を明記する。
・重機又は大型車両に類するもの
について社名・屋号を塗装等
により１文字あたり７cm × ７
cm以上の大きさで表示するも
のとする。（マグネット不可）
・営業車両及び事務用機器は対象
外とする。
・機械設備が中古品の場合は、別
途協議する。
・リース契約等による分割支払い
の場合は、補助対象外とする。

・三種町商工会へ事業計画書を提
出し、経営指導を受け、審査会
の承認を受けたもの。
・町外から進出する場合は、本社
の納税証明書を添付
・既存の事業所内に新規事業所を
開設し、その区分を明確にでき
ない場合は、補助対象としない。
・税務署へ開業届（法人の場合は、
法人設立届）をしている場合は、
届書の写しを添付（未届の場合
は開業から２か月以内に提出す
るものとする）
・異業種参入の場合は、営業の種
類によって、各種届出、許認可
等の写しを添付

・正規社員は週40時間、非正
規社員は週30時間以上勤務
を基本とするが、これにより
がたい場合は、別途協議する。
・雇用台帳・雇用保険被保険者
証の写し
・当該土地の取得の日の翌日か
ら起算して１年以内に当該土
地を敷地とする工場等の建設
に着手したときに交付するも
のとする。

・農林漁業、医療業は補助対象外。
・①は社員雇用から１か月以内に申請すること。
・②～⑤は、事業の実施前に申請すること。（補助金の交付決定日以前に契約、発注した事業については、対象となりません。）
・②～③及び④の異業種参入については、三種町内で１年以上、事業を行っていること。
・税金等及び上下水道料並びに温泉使用料も完納していること。
・各事業とも雇用計画書を添付し、確実に雇用が見込まれること。
・②～⑤の事業費には、消費税を含む。
・補助額に千円未満の端数が生じた場合は切り捨てる。
・各メニューとも補助の限度額に関わらず、１事業者、年１回の申請となります。
　（例）すでに機械設備投資事業で補助決定を受けた事業所は、その金額が補助限度額以下であっても、年度内に同じ機械設備投資事業での申請はで
きません。
・予算がなくなり次第終了となりますので、計画的かつお早目に申請してください。

◆問い合わせ先　商工観光交流課　商工係　☎ 85－4830
　　　　　　　　　三種町商工会　本　所　☎ 83－3010
◆補助金申請窓口　商工観光交流課　商工係　

　地域経済の活性化と雇用の拡大を図るため、中中小企業基本法第２条の定めに該当する三種町内に
主たる事業所または住所を有する事業者が行う、、雇用創出事業ならびに新規企業（事業所）等進出
の経費に対して補助をする制度で、新たな雇用がが見込まれる事業者が補助の対象となります。　
　交付決定前に契約、発注したものは補助対象ととなりませんので、必ず事前に申請して下さい。

地域雇用創出推進事業平成30年度平成30年度平成30年度

事業内容

平成30年度  補助金・助成金のお知らせ
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就
労
者
の
能
力
向
上
を
推
進
し
、
並
び

に
求
職
者
や
学
生
の
就
業
機
会
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
仕
事
や
就
職
に
役
立
つ
資
格

ま
た
は
免
許
の
取
得
に
要
す
る
経
費
を
補

助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
資
格

　

国
家
資
格
・
国
家
検
定
等

※
普
通
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
二
輪
車

免
許
、
大
型
自
動
二
輪
免
許
及
び
原
動

機
付
自
動
車
免
許
は
除
く
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
未
満
の
方

（
公
務
員
を
除
く
）
で
、
次
の
⑴
〜
⑶
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
ま
た
は
、
⑷
に

該
当
し
、
従
業
員
の
資
格
取
得
に
か
か
る

費
用
を
負
担
し
た
町
内
事
業
所

⑴
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
た
求
職
者

⑵
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
就
労
者

⑶
学
生
（
学
校
教
育
法
に
定
め
る
高
等
学

校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
専
修

学
校
に
在
学
し
て
い
る
方
）

⑷
町
内
に
本
社
ま
た
は
本
店
も
し
く
は
支

店
を
有
し
て
い
る
事
業
所
（
町
外
か
ら

勤
務
し
て
い
る
方
も
可
）

※
⑴
〜
⑶
に
つ
い
て
は
、未
成
年
者
の
場
合

は
保
護
者
が
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

対
象
経
費

　

資
格
取
得
の
要
件
と
な
る
講
習
等
の
受

講
料
（
教
材
費
含
む
）、
受
験
料
、
資
格

等
の
登
録
料

※
結
果
的
に
資
格
を
取
得
で
き
な
か
っ
た

場
合
も
対
象
と
す
る
。

※
学
習
の
た
め
の
通
信
教
育
や
参
考
書
の

購
入
に
伴
う
費
用
、
旅
費
等
は
除
く
。

 

補
助
金

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

　

１
人
ま
た
は
１
事
業
所
上
限
10
万
円

 

申
請
方
法

　

申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、商
工
観

光
交
流
課
商
工
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
商
工
観
光

交
流
課
、
各
総
合
支
所
窓
口
に
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

⑴
運
転
免
許
証
等
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確

認
が
で
き
る
も
の
の
写
し

⑵
資
格
等
の
取
得
に
要
し
た
経
費
を
明
ら

か
に
す
る
書
類

⑶
資
格
等
を
取
得
し
た
こ
と
が
証
明
で
き

る
書
類
の
写
し

⑷
完
納
証
明
書
（
未
成
年
者
の
場
合
は
保

護
者
の
完
納
証
明
書
）

⑸
就
労
者
に
あ
っ
て
は
、
事
業
所
で
働
い

て
い
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の

⑹
求
職
者
に
あ
っ
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
カ
ー
ド
の
写
し

⑺
学
生
に
あ
っ
て
は
、
学
生
証
の
写
し

⑻
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
対
象
と
な
る
就

労
者
が
当
該
事
業
所
で
働
い
て
い
る
こ

と
を
証
明
で
き
る
も
の

●
申
請
期
限

　

資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
６
か
月
以
内

※
そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
交
流
課　

商
工
係

　

☎
８
５
―
４
８
３
０

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
教
育
団
体
が
、
町

内
に
宿
泊
し
て
行
う
合
宿
等
の
宿
泊
料
を

補
助
す
る
制
度
で
す
。

 

対
象
者

　

合
宿
等
を
実
施
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
教
育
団
体

 

対
象
事
業

⑴
合
宿
等
が
町
内
の
施
設
で
開
催
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と

⑵
合
宿
等
参
加
者
数
及
び
宿
泊
者
数
が
５

名
以
上
で
あ
る
こ
と

⑶
町
内
の
施
設
に
宿
泊
す
る
こ
と

●
補
助
対
象
除
外
事
業

・
申
請
団
体
の
事
業
費
に
ほ
か
の
町
費
が

含
ま
れ
る
事
業

・
お
も
に
営
利
を
目
的
と
し
た
事
業

・
宗
教
的
又
は
政
治
的
活
動
を
目
的
と
し

た
事
業

 

対
象
経
費　

宿
泊
料

（
合
宿
に
要
す
る
経
費
の
内
）

 

助
成
金
額

　

１
泊
…
…
…
…
…
…
…
…
２
０
０
０
円

森
岳
温
泉
ゆ
う
ぱ
る

　

２
泊
ま
で
…
…
…
…
…
…
１
０
０
０
円

　

３
泊
以
上
…
…
…
…
…
…
２
０
０
０
円

　

※
60
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。 

●
留
意
事
項

　

選
手
お
よ
び
指
導
者
等
（
部
長
・
監
督
・

コ
ー
チ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
）
は
宿
泊
者

数
に
含
み
ま
す
が
、
保
護
者
（
付
添
人
）

は
宿
泊
者
数
に
含
み
ま
せ
ん
。

 

申
請
方
法

　

申
請
書
（
様
式
第
１
号
）
に
次
の
書
類

を
添
え
て
、
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
事
業
実
施
計
画
書
・
収
支
予
算
書

（
様
式
第
２
号
）

⑵
大
会
要
項
等
と
宿
泊
者
名
簿（

任
意
様
式
）

※
そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
三
種
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

ス
ポ
ー
ツ
係

　

☎
８
７
―
２
１
１
３

ス
ポ
ー
ツ
文
化
合
宿
等

誘
致
推
進
事
業

三
種
町
資
格
取
得

支
援
事
業

平成30年度  補助金・助成金のお知らせ
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就
労
者
の
能
力
向
上
を
推
進
し
、
並
び

に
求
職
者
や
学
生
の
就
業
機
会
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
仕
事
や
就
職
に
役
立
つ
資
格

ま
た
は
免
許
の
取
得
に
要
す
る
経
費
を
補

助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
資
格

国
家
資
格
・
国
家
検
定
等

※
普
通
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
二
輪
車

免
許
、
大
型
自
動
二
輪
免
許
及
び
原
動

機
付
自
動
車
免
許
は
除
く
。

対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65

満
の
方

歳
未
満〜

⑶
の

（
公
務
員
を
除
く
）
で
、
次
の
⑴
〜

⑷
に

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
ま
た
は
、か

か
る

該
当
し
、
従
業
員
の
資
格
取
得
に
か

費
用
を
負
担
し
た
町
内
事
業
所

求
職
者

⑴
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
た
求者

⑵
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
就
労
者高

等
学

⑶
学
生
（
学
校
教
育
法
に
定
め
る
高び

専
修

校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び

学
校
に
在
学
し
て
い
る
方
）

く
は
支

⑷
町
内
に
本
社
ま
た
は
本
店
も
し
く外

か
ら

店
を
有
し
て
い
る
事
業
所
（
町
外

勤
務
し
て
い
る
方
も
可
）

の
場
合

※
⑴
〜
⑶
に
つ
い
て
は
、未
成
年
者
のす

る
。

は
保
護
者
が
申
請
す
る
も
の
と
す

対
象
経
費

等
の
受

資
格
取
得
の
要
件
と
な
る
講
習
等

講
料
（
教
材
費
含
む
）、
受
験
料
、
資
格

等
の
登
録
料

※
結
果
的
に
資
格
を
取
得
で
き
な
か
っ
た

場
合
も
対
象
と
す
る
。

※
学
習
の
た
め
の
通
信
教
育
や
参
考
書
の

購
入
に
伴
う
費
用
、
旅
費
等
は
除
く
。

補
助
金

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

１
人
ま
た
は
１
事
業
所
上
限
10
万
円

申
請
方
法

申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、商
工
観

光
交
流
課
商
工
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
商
工
観
光

交
流
課
、
各
総
合
支
所
窓
口
に
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

⑴
運
転
免
許
証
等
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確

認
が
で
き
る
も
の
の
写
し

⑵
資
格
等
の
取
得
に
要
し
た
経
費
を
明
ら

か
に
す
る
書
類

⑶
資
格
等
を
取
得
し
た
こ
と
が
証
明
で
き

る
書
類
の
写
し

⑷
完
納
証
明
書
（
未
成
年
者
の
場
合
は
保

護
者
の
完
納
証
明
書
）

⑸
就
労
者
に
あ
っ
て
は
、
事
業
所
で
働
い

て
い
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の

⑹
求
職
者
に
あ
っ
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
カ
ー
ド
の
写
し

⑺
学
生
に
あ
っ
て
は
、
学
生
証
の
写
し

⑻
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
対
象
と
な
る
就

労
者
が
当
該
事
業
所
で
働
い
て
い
る
こ

と
を
証
明
で
き
る
も
の

●
申
請
期
限

資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
６
か
月
以
内

※
そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
交
流
課

商
工
係

☎
８
５
―
４
８
３
０

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
教
育
団
体
が
、
町

内
に
宿
泊
し
て
行
う
合
宿
等
の
宿
泊
料
を

補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者

合
宿
等
を
実
施
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
教
育
団
体

対
象
事
業

⑴
合
宿
等
が
町
内
の
施
設
で
開
催
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と

⑵
合
宿
等
参
加
者
数
及
び
宿
泊
者
数
が
５

名
以
上
で
あ
る
こ
と

⑶
町
内
の
施
設
に
宿
泊
す
る
こ
と

●
補
助
対
象
除
外
事
業

・
申
請
団
体
の
事
業
費
に
ほ
か
の
町
費
が

含
ま
れ
る
事
業

・
お
も
に
営
利
を
目
的
と
し
た
事
業

・
宗
教
的
又
は
政
治
的
活
動
を
目
的
と
し

た
事
業

対
象
経
費

宿
泊
料

（
合
宿
に
要
す
る
経
費
の
内
）

助
成
金
額

１
泊
…
…
…
…
…
…
…
…
２
０
０
０
円

森
岳
温
泉
ゆ
う
ぱ
る

２
泊
ま
で
…
…
…
…
…
…
１
０
０
０
円

３
泊
以
上
…
…
…
…
…
…
２
０
０
０
円

※
60
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
留
意
事
項

選
手
お
よ
び
指
導
者
等
（
部
長
・
監
督
・

コ
ー
チ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
）
は
宿
泊
者

数
に
含
み
ま
す
が
、
保
護
者
（
付
添
人
）

は
宿
泊
者
数
に
含
み
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

申
請
書
（
様
式
第
１
号
）
に
次
の
書
類

を
添
え
て
、
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
事
業
実
施
計
画
書
・
収
支
予
算
書

（
様
式
第
２
号
）

⑵
大
会
要
項
等
と
宿
泊
者
名
簿（

任
意
様
式
）

※
そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
三
種
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
係

☎
８
７
―
２
１
１
３

ス
ポ
ー
ツ
文
化
合合
宿宿宿
等等等

誘
致
推
進
事
業

三
種
町
資
格
取取
得得

支
援
事
業

平成30年度 補助金・助成金のお知らせ
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大切なペットの旅立ち 火葬のお手伝いをさせていただきます

セント・バーナードなどの超大型犬もそのまま対応できます

広告

　

じ
ゅ
ん
さ
い
の
摘
み
手
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
方
を
支
援
し
ま
す
。

 

研
修
奨
励
金

●

町
登
録
の
じ
ゅ
ん
さ
い
農
家
で
研
修
す
る

方
（
町
外
の
方
も
対
象
）

●

研
修
開
始
時
年
齢
が
70
歳
以
下
の
方

●

５
月
か
ら
６
月
ま
で
に
研
修
を
開
始
し
、

20
日
以
上
か
つ
１
６
０
時
間
以
上
の
研
修

を
行
っ
た
方

研
修
奨
励
金　

６
万
２
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
回
限
り
）

 

就
農
奨
励
金

●

研
修
奨
励
金
の
対
象
者
で
、研
修
終
了
後
、

引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
従
事
す
る
方

●

月
20
日
以
上
、
収
穫
作
業
に
従
事
し
た
方

（
収
穫
以
外
の
作
業
期
間
は
除
く
）

就
農
奨
励
金  

月
額
３
万
円
（
最
長
３
か
月
）

最
大
で 

15
万
２
５
０
０
円 

の
支
給

 

申
込
方
法

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

の
方
は
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

農
政
係

☎
８
５
―
４
８
２
６

　

町
内
に
在
住
す
る
農
業
者
お
よ
び
新
規
就

農
者
等
が
栽
培
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た

研
修
を
希
望
す
る
場
合
に
、
研
修
先
の
技
術

提
供
農
業
者
に
対
し
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

助
成
金
額

①
じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
手
研
修
生
を
受
け
入
れ

た
農
家
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
万
円

②
野
菜
等
で
受
け
入
れ
た
農
家（
研
修
期
間
に

応
じ
て
交
付
）…
…
２
万
円
×
２
〜
４
か
月

 

申
請
方
法

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

の
方
は
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

農
政
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
６

じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
手

研
修
事
業

農
業
研
修
者
受
入
支
援
事
業

地
域
で
取
組
む
複
合
経
営

支
援
事
業

　

町
内
に
在
住
す
る
農
家
３
戸
以
上
で
構
成

す
る
グ
ル
ー
プ
が
、
新
規
に
取
組
む
畑
作
物

等
を
出
荷
販
売
す
る
た
め
の
経
費
を
助
成
し

ま
す
。

 

補
助
金
額

●
補
助
限
度
額　

１
０
０
万
円

（
概
算
払
い
２
分
の
１
）

 

補
助
対
象
等

●
補
助
対
象

対
象
作
物
等
の
生
産
・
販
売
に
必
要
な
経
費

（
人
件
費
を
除
く
）

●
補
助
要
件

・
今
ま
で
作
付
け
し
た
こ
と
が
無
い
畑
作
物

等
に
支
援

・
出
荷
販
売
名
義
は
、
グ
ル
ー
プ
名
に
よ
り

販
売
す
る
こ
と

・
事
業
実
施
後
３
年
間
は
対
象
作
物
の
経
営

を
維
持
し
、
出
荷
販
売
証
明
等
を
添
付
の

う
え
耕
作
状
況
を
報
告
す
る
こ
と

・
他
の
事
業
と
の
重
複
交
付
は
し
な
い
。

 

申
請
方
法

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

の
方
は
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

農
政
係

☎
８
５
―
４
８
２
６

じゅんさい圃場整備事業
・じゅんさい圃場の拡大や再生など整
備費を支援します。
　◆整備費の３分の１　上限100万円

じゅんさい支援事業のお知らせ
～じゅんさいへの新規参入を応援します～

じゅんさい日本一生産数量助成事業
・町登録業者へのじゅんさい出荷数量
に対して支援します。
　◆出荷数量×30円／㎏

平成30年度  補助金・助成金のお知らせ

平成30年４月 20

大切なペットの旅立ち 火葬のお手伝いをさせていただきます大切大切ななペなペットのの旅立旅立ち立ち 火火葬ののお手手伝い伝いいをさせてせていいたただきます大切大切切なペなペットの旅の旅立旅立ちち 火葬火葬の葬のおお手伝手伝いをさせていいただきます

セント・バーナードなどの超大型犬もそのまま対応できますセント・バーバーナーナーナードなどのどのの超大大大型犬型犬も犬もそもそそのままま対対応ででできますセント・バーバーナードなどのの超大超大大型犬型犬もそのまま対応対応できます

広告

レ
ン
ジ
し

じ
ゅ
ん
さ
い
の
摘
み
手
に
チ
ャ
レ

た
い
方
を
支
援
し
ま
す
。

研
修
奨
励
金

●

研
修
す
る

町
登
録
の
じ
ゅ
ん
さ
い
農
家
で
研

方
（
町
外
の
方
も
対
象
）

●

研
修
開
始
時
年
齢
が
70

の
方

歳
以
下
の

●
開
始
し
、

５
月
か
ら
６
月
ま
で
に
研
修
を
開

20

上
の
研
修

日
以
上
か
つ
１
６
０
時
間
以
上

を
行
っ
た
方

研
修
奨
励
金

６
万
２
５
０
０
円

限
り
）

（
１
回
限

就
農
奨
励
金

●

研
修
奨
励
金
の
対
象
者
で
、研
修
終
了
後
、

引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
従
事
す
る
方

●

月
20
日
以
上
、
収
穫
作
業
に
従
事
し
た
方

（
収
穫
以
外
の
作
業
期
間
は
除
く
）

就
農
奨
励
金  

月
額
３
万
円
（
最
長
３
か
月
）

最
大
で
15
万
２
５
０
０
円
の
支
給

申
込
方
法

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

の
方
は
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課

農
政
係

☎
８
５
―
４
８
２
６

町
内
に
在
住
す
る
農
業
者
お
よ
び
新
規
就

農
者
等
が
栽
培
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た

研
修
を
希
望
す
る
場
合
に
、
研
修
先
の
技
術

提
供
農
業
者
に
対
し
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

助
成
金
額

①
じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
手
研
修
生
を
受
け
入
れ

た
農
家
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
万
円

②
野
菜
等
で
受
け
入
れ
た
農
家（
研
修
期
間
に

応
じ
て
交
付
）…
…
２
万
円
×
２
〜
４
か
月

申
請
方
法

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

の
方
は
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課

農
政
係

☎
８
５
―
４
８
２
６

じ
ゅ
ん
さ
い
摘
みみ
手手

研
修
事
業

農
業
研
修
者
受
入
支支
援援
事事
業業業

地
域
で
取
組
む
複複
合合
経経経
営営営営

支
援
事
業

町
内
に
在
住
す
る
農
家
３
戸
以
上
で
構
成

す
る
グ
ル
ー
プ
が
、
新
規
に
取
組
む
畑
作
物

等
を
出
荷
販
売
す
る
た
め
の
経
費
を
助
成
し

ま
す
。

補
助
金
額

●
補
助
限
度
額

１
０
０
万
円

（
概
算
払
い
２
分
の
１
）

補
助
対
象
等

●
補
助
対
象

対
象
作
物
等
の
生
産
・
販
売
に
必
要
な
経
費

（
人
件
費
を
除
く
）

●
補
助
要
件

・
今
ま
で
作
付
け
し
た
こ
と
が
無
い
畑
作
物

等
に
支
援

・
出
荷
販
売
名
義
は
、
グ
ル
ー
プ
名
に
よ
り

販
売
す
る
こ
と

・
事
業
実
施
後
３
年
間
は
対
象
作
物
の
経
営

を
維
持
し
、
出
荷
販
売
証
明
等
を
添
付
の

う
え
耕
作
状
況
を
報
告
す
る
こ
と

・
他
の
事
業
と
の
重
複
交
付
は
し
な
い
。

申
請
方
法

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

の
方
は
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課

農
政
係

☎
８
５
―
４
８
２
６

じゅんさい圃場整備事業
・じゅんさい圃場の拡大や再生など整
備費を支援します。
　◆整備費の３分の１　上限100万円

じゅんさい支援事業じゅんさい支援事業じゅ い ののお知らせお知らせ
～じゅんさいへの新規参入を応援します～

じゅんさい日本一生産数量助成事業
・町登録業者へのじゅんさい出荷数量
に対して支援します。
　◆出荷数量×30円／㎏

平成30年度  補助金・助成金のお知らせ

平成30年４月 20



◆問い合わせ先　農林課　農政係　☎ 85ー4826

●
支
援
の
要
件

・
平
成
30
年
度
に
八
郎
湖
流
域
内
の
圃
場

で
、
無
代
か
き
栽
培
等
を
行
う
場
合

・
申
請
す
る
圃
場
面
積

　
畦
畔
を
除
い
た
面
積
が
１
ha
以
上
で
あ
る
こ
と
。

●
支
援
の
内
容

・
無
代
か
き
栽
培
等
を
行
っ
た

　

圃
場
面
積　

10
ａ
あ
た
り
１
千
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
生
活
環
境
部　

環
境
管
理
課

　

八
郎
湖
環
境
対
策
室

　

☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
６
３
１

　

秋
田
県
で
は
、
八
郎
湖
の
水
質
保
全
を
図

る
た
め
に
無
代
か
き
移
植
栽
培
、
不
耕
起
移

植
栽
培
、
乾
田
直
播
栽
培
に
取
り
組
む
農
家

を
支
援
し
ま
す
。

●
支
援
の
対
象
者

・
八
郎
湖
流
域
内
で
水
稲
栽
培
を
行
う
個

人
、
農
業
生
産
法
人
等

このたびハーベリーでは　　　　　　　　　という新しい夜向けコースをはじめました。バル（Bar)ですから、
タパス調のおつまみ　　　　　　　　　　　メニューが中心です。イタリアンと言うよりは洋食屋さんの感じ。
地の肉や魚、やさい　　　　　　　　　　　を楽しく調理してお出しします。気まぐれの一品メニューもご用
意しています。　　　　　　　　　　　　　このコースでは、お飲み物をご注文いただきます。ビール、ワイ
ン、食事に合う日本酒やソフトドリンクがあります。おこのみやアレルギーなどのリクエストをきちんとうかが
いますので、ディナー同様、２日前までのごよやくをおねがいします。お電話ください。

Tel. 85-3232

平
成
30
年
度 

無
代
か
き

栽
培
等
普
及
促
進
事
業

 

対
象
者

●

三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者

●

果
樹
の
栽
培
お
よ
び
販
売
の
実
績
を
有
す

る
者
、
も
し
く
は
、
新
た
に
販
売
を
目
的

と
し
た
栽
培
を
行
お
う
と
す
る
者

 

補
助
対
象
事
業

・
３
ア
ー
ル
以
上
の
果
樹
の
栽
培
拡
大
ま
た

は
改
植
、
新
植

・
１
ア
ー
ル
以
上
の
小
果
樹
の
栽
培
拡
大
又

は
改
植
、
新
植

※
補
植
や
資
材
の
み
の
申
請
は
対
象
外

 

補
助
対
象
経
費

・
苗
木
購
入
費

・
土
壌
改
良
剤
購
入
費
用

・
抜
根
お
よ
び
整
地
に
関
わ
る
費
用

・
抜
根
お
よ
び
整
地
、
植
栽
に
関
わ
る
重
機

等
の
借
上
げ
費
用

・
そ
の
他
定
植
等
に
必
要
な
最
小
限
の
資
材
費

 

補
助
金
の
額

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

※
上
限
25
万
円

●

補
助
金
を
希
望
す
る
場
合
は
８
月
15
日

　

ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

　

農
林
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

農
政
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
６

三
種
町
果
樹
産
地
強
化

支
援
事
業
補
助
金

　

果
樹
の
栽
培
拡
大
等
に
取
り
組
む
果
樹

販
売
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

八竜砂丘ふれあい農園の利用者募集

【重点推進事項】
●トラクターに安全キャブ・安全フレームを装備
し、必ずシートベルトを着用しましょう

●作業前後は機械や安全装備の点検を行いましょう
●朝夕、公道を走行する際は、反射材などを取り付けましょう
●点検・調整時は必ずエンジンを停止しましょう
●作業は計画的におこない、長時間や夜間の作業は
避けましょう
●軽トラック運転時のシートベルト着用、一時停止
を守りましょう
●機械を扱う際は巻き込まれにくい服装で作業しましょう
●ヘルメット、機械の安全カバーなどで防護を徹底しましょう
●トラクターで後退する際に後方確認を徹底し「巻
き込まない」「巻き込まれない」を心がけましょう

「2018年春の農作業安全運動」について
　県では４月20日
から５月31日まで
を「春の農作業安
全運動期間」と定
め、安全運動を展
開しています。
　農業者のみなさ
んは次の安全対策
を守り、十分な安
全対策を行ってく
ださい。

利用場所　三種町浜田字大森114
　　　　　八竜地区浜田の旧実験農場
募集条件　農業者以外の方。営利を目

的とした栽培をしない方。
貸付期間　平成30年12月31日まで

貸付賃料　１区画（120㎡）年2,500円
　　　　　全18区画（砂地・黒土）
募集期限　４月末まで　※申込み定員

になりしだい締め切ります。
申 込 み　役場農林課にお越しの上、申

込用紙にご記入ください。

事故の未
然防止と

  安全対
策の徹底

を！

◆問い合わせ先　農林課　☎ 85ー4826

平成30年度  補助金・助成金のお知らせ

広報 みたね
mitane town

21

◆問い合わせ先　農林課　農政係　☎ 85ー4826

●
支
援
の
要
件

・
平
成
30
年
度
に
八
郎
湖
流
域
内
の
圃
場

で
、
無
代
か
き
栽
培
等
を
行
う
場
合

・
申
請
す
る
圃
場
面
積

畦
畔
を
除
い
た
面
積
が
１
ha
以
上
で
あ
る
こ
と
。

●
支
援
の
内
容

・
無
代
か
き
栽
培
等
を
行
っ
た

圃
場
面
積

10
ａ
あ
た
り
１
千
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
生
活
環
境
部

環
境
管
理
課

八
郎
湖
環
境
対
策
室

☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
６
３
１

秋
田
県
で
は
、
八
郎
湖
の
水
質
保
全
を
図

る
た
め
に
無
代
か
き
移
植
栽
培
、
不
耕
起
移

植
栽
培
、
乾
田
直
播
栽
培
に
取
り
組
む
農
家

を
支
援
し
ま
す
。

●
支
援
の
対
象
者

・
八
郎
湖
流
域
内
で
水
稲
栽
培
を
行
う
個

人
、
農
業
生
産
法
人
等

このたびハーベリーでは　　　　　　　　　という新しい夜向けコースをはじめました。バル（Bar)ですから、
タパス調のおつまみ　　　　　　　　　　　メニューが中心です。イタリアンと言うよりは洋食屋さんの感じ。
地の肉や魚、やさい　　 を楽しく調理してお出しします。気まぐれの一品メニューもご用
意しています。　　　　　　　　　　　　 このコースでは、お飲み物をご注文いただきます。ビール、ワイ
ン、食事に合う日本酒やソフトドリンクがあります。おこのみやアレルギーなどのリクエストをきちんとうかが
いますので、ディナー同様、２日前までのごよやくをおねがいします。お電話ください。

は　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Tel. 85-3232

平
成
30
年
度
無
代代
かか
ききき

栽
培
等
普
及
促
進進
事事
業業業

対
象
者

●

三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者

●

果
樹
の
栽
培
お
よ
び
販
売
の
実
績
を
有
す

る
者
、
も
し
く
は
、
新
た
に
販
売
を
目
的

と
し
た
栽
培
を
行
お
う
と
す
る
者

補
助
対
象
事
業

・
３
ア
ー
ル
以
上
の
果
樹
の
栽
培
拡
大
ま
た

は
改
植
、
新
植

・
１
ア
ー
ル
以
上
の
小
果
樹
の
栽
培
拡
大
又

は
改
植
、
新
植

象
外

※
補
植
や
資
材
の
み
の
申
請
は
対
象

補
助
対
象
経
費

・
苗
木
購
入
費

・
土
壌
改
良
剤
購
入
費
用

用

・
抜
根
お
よ
び
整
地
に
関
わ
る
費
用わ

る
重
機

・
抜
根
お
よ
び
整
地
、
植
栽
に
関
わ

等
の
借
上
げ
費
用

・

資
材
費

そ
の
他
定
植
等
に
必
要
な
最
小
限
の
資

補
助
金
の
額

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

※
上
限
25
万
円

●

月

補
助
金
を
希
望
す
る
場
合
は
８
月
15
日

く
は

ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し

農
林
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課

農
政
係

☎
８
５
―
４
８
２
６

三
種
町
果
樹
産
地地
強強
化化化

支
援
事
業
補
助
金金

果
樹
の
栽
培
拡
大
等
に
取
り
組
む
果
樹

販
売
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

八竜砂丘ふれあい農園の利用者募集

【重点推進事項】
●トラクターに安全キャブ・安全フレームを装備
し、必ずシートベルトを着用しましょう
●作業前後は機械や安全装備の点検を行いましょう
●朝夕、公道を走行する際は、反射材などを取り付けましょう
●点検・調整時は必ずエンジンを停止しましょう
●作業は計画的におこない、長時間や夜間の作業は
避けましょう
●軽トラック運転時のシートベルト着用、一時停止
を守りましょう
●機械を扱う際は巻き込まれにくい服装で作業しましょう
●ヘルメット、機械の安全カバーなどで防護を徹底しましょう
●トラクターで後退する際に後方確認を徹底し「巻
き込まない」「巻き込まれない」を心がけましょう

「2018年春の農作業安全運動」について
　県では４月20日
から５月31日まで
を「春の農作業安
全運動期間」と定
め、安全運動を展
開しています。
　農業者のみなさ
んは次の安全対策
を守り、十分な安
全対策を行ってく
ださい。

利用場所　三種町浜田字大森114
　　　　　八竜地区浜田の旧実験農場
募集条件　農業者以外の方。営利を目

的とした栽培をしない方。
貸付期間　平成30年12月31日まで

貸付賃料料　１区画（120㎡）年2,500円
　　　　　全18区画（砂地・黒土）
募集期限限　４月末まで　※申込み定員

になりしだい締め切ります。
申 込 みみ　役場農林課にお越しの上、申

込用紙にご記入ください。

事故の
止未然防止
とと

  安全対
策の徹底

を！

◆問い合わせ先　農林課　☎ 85ー4826

平成30年度 補助金・助成金のお知らせ

広報 みたね
mitane town
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平
成
30
・
31
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
率
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
は
、
２

年
ご
と
に
改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら

の
保
険
料
率
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
賦
課

限
度
額
、
所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯
の
方
に
適

用
さ
れ
る
保
険
料
の
均
等
割
額
軽
減
措
置
が
変

更
と
な
り
、
所
得
割
額
の
軽
減
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。

　

改
定
後
の
保
険
料
率
に
基

づ
く
保
険
料
額
は
、
７
月
中

旬
に
通
知
予
定
で
す
。

●後期高齢者医療保険料の内訳
保険料額＝均等割額＋所得割額（所得×所得割率）
※均等割額→県内の加入者全員に等しく納めていただく金額
※所得割額→加入者本人の所得に応じて納めていただく金額

●賦課限度額が変更になりました

賦課限度額
平成29年度まで 平成30年度から

57万円 62万円

●

会
社
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
方
の
保
険
料
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
に
、
会
社
の
健
康
保
険
等
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
方
は
、
均
等
割
額
が
５

割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額
の
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
（
所
得
が
少
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
９
割
ま
た
は
8.5
割
軽
減
と
な
り

ま
す
）。

※
国
民
健
康
保
険
と
国
民
健
康
保
険
組

合
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
は
、
軽
減

措
置
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●

所
得
割
額
の
軽
減
見
直
し

　

特
例
措
置
で
あ
っ
た
所
得
割
額
の
軽

減
は
、
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
平
成

30
年
度
よ
り
廃
止
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
軽
減
の
な
か
っ
た
方
と
同
じ
く
、

負
担
能
力
に
応
じ
た
本
来
の
ご
負
担
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
率
の
算
定

　

２
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
る
保
険
料
率

は
、
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
広
域
連
合
で
決
定
し
た
保

険
料
率
に
基
づ
き
、
保
険
料
の
通
知
や

納
付
書
を
皆
様
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
保
険
料
率
改
定
で
は
、
医
療

費
の
今
後
の
伸
び
や
、
被
保
険
者
数
の

推
移
に
よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
。

参考（改正前）
　５割軽減「基礎控除額（33万円）＋ 27万円×世帯の被保険者の数」
　２割軽減「基礎控除額（33万円）＋ 49万円×世帯の被保険者の数」

世帯主及び被保険者の総所得金額等が
下記の基準を超えない世帯

軽減
割合

均等割額
H29年度まで H30年度から

基礎控除額（330,000円） 8.5割 5,956円 5,956円
被保険者全員の所得が０円

（公的年金控除額は80万円として計算） ９割 3,971円 3,971円

基礎控除額（330,000円）＋ 275,000円
×世帯の被保険者の数 ５割 19,855円 19,855円

基礎控除額（330,000円）＋ 500,000円
×世帯の被保険者の数 ２割 31,768円 31,768円

●均等割額の軽減措置
　軽減割合は変更ありませんが、５割軽減および２割軽減の対象が拡大されます

平成29年度まで 平成30年度から
均等割額 39,710円 均等割額 39,710円
所得割率 8.07％ 所得割率 8.07％

●保険料率は変更ありません

◆問い合わせ先　秋田県後期高齢者医療広域連合　業務課　☎018－853－7155
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務課　☎018－838－0610

医療法人  徳洲会

［動脈硬化検査］
［心電図・血圧/24時間測定］他、

ドラゴンクリニック
院長　菊　地　次　郎

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

内科　循環器内科　整形外科（スポーツ整形）

各種検査実施

●高齢者肺炎球菌予防接種

●日本脳炎他各種小児予防接種
（町より案内が届いた方が対象年齢です）

予め、お電話でご予約をお願いします。

広告

平成30年４月 22



●第７期介護保険料 （単位：円）

平成30年度介護保険料納入についての正式なご案内は、７月となります。

第１段階
生活保護受給者または住民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者

住民税非課税世帯で合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

第２段階 住民税非課税世帯で合計所得金額＋課税年金収入額が
80万円超～120万円以下の方

第３段階 住民税非課税世帯で合計所得金額＋課税年金収入額が120万円超の方

第４段階 本人が住民税非課税で合計所得金額＋課税年金収入額が
80万円以下の方で、世帯に課税されている方がいる場合

第５段階 本人が住民税非課税で合計所得金額＋課税年金収入額が
80万円超の方で、世帯に課税されている方がいる場合

第６段階 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円未満の方

第７段階 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円以上～200万円未満の方

第８段階 本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上～300万円未満の方

第９段階 本人が住民税課税で合計所得金額が300万円以上の方

◆問い合わせ先　福祉課　介護保険係　☎85ー2247

給付費（百万円）

2,800

2,750

2,700

2,650

2,600

2,500

2,550

2,450

2,400

400

395

390

385

380

375

370

365

360

355

350

１人当給付費（千円）

H27 H28 H29 H30 H31 H32

376

368

374

380

388

395

2,579
2,545

2,603
2,664

2,713
2,761

第７期介護保険料が決まりました

　高齢化の進展に伴い、今後も
介護サービス利用者の増加が
予想されるほか、介護報酬の
0.54％プラス改定などもあり、
介護サービスの給付費はさらに
伸びていくと予想されます。
　第６期計画（平成27～29
年度）の給付実績（見込）77
億２千700万円に対し、第７期計画（平成30～32年度）では81億３千700万円に達すると見込まれます。
　この第７期計画の介護給付を行うために必要な保険料を試算した結果、保険料の基準額は年額８万2800円（月額
6900円）となり、今後３年間に適用されることになります。（各所得段階別の保険料は表のとおりです。）
　高齢者のみなさまには、ご負担をおかけすることとなりますが、増加する介護サービスに対応するためのやむを得
ない結果となりましたことをご理解願います。

　三種町高齢者福祉計画・第７
期介護保険事業計画（平成30
～32年度）が策定され、介護
保険料の変更については３月の
議会定例会において承認されま
した。

所得段階 保険料率 %
第６期 第７期 増　　減

年　額 月　額 年　額 月　額 年　額 月　額
第１段階 （0.45） （35,640）（2,970）（37,260）（3,105）（1,620） （135）（公費軽減後）
第２段階 0.75 59,400 4,950 62,100 5,175 2,700 225
第３段階 0.75 59,400 4,950 62,100 5,175 2,700 225
第４段階 0.85 67,320 5,610 70,380 5,865 3,060 255
第５段階 1.00 79,200 6,600 82,800 6,900 3,600 300
第６段階 1.20 95,040 7,920 99,360 8,280 4,320 360
第７段階 1.30 102,960 8,580 107,640 8,970 4,680 390
第８段階 1.50 118,800 9,900 124,200 10,350 5,400 450
第９段階 1.70 134,640 11,220 140,760 11,730 6,120 510

広告
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◆申し込み・問い合わせ先　福祉課　地域包括支援センター　☎ 85－ 4835

山本公民館は毎月、浜口公民館は４
～６月まで実施します。

今
月
の
予
定

◆
転
倒
予
防
教
室

　

い
き
い
き
元
気
塾

　

転
倒
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
を
予
防

し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
運
動
を
通
し
て
筋
力
の
維
持
、
向

上
を
は
か
り
ま
す
。

●
参
加
費　

１
１
０
０
円

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル（
ミ
ニ
）
代

（
お
持
ち
で
な
い
方
）

●「いきいき元気塾」日程

●琴丘地域を利用される方へ
琴丘地域会場は２回（パレス琴丘）ありますが、
初めて利用される方は、原則として琴丘地域Ｂを
利用していただきます。

地域 八竜地域 琴丘地域Ａ 琴丘地域Ｂ 山本地域

会場 八竜改善
センター パレス琴丘 パレス琴丘 山本公民館

月日 ４月３日 ４月10日 ４月11日 ４月17日

◆
認
知
症
予
防
教
室

　

わ
く
わ
く
！

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

ら
く
膝
教
室

参
加
者
追
加
募
集

地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

●
転
倒
予
防
教
室
・
認
知
症
予
防

教
室　

共
通
事
項

対　
　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上

持
ち
物　

内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物

申
し
込
み　

随
時　

　

※
教
室
は
毎
月
１
回
開
催
予
定

時　
　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

　

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
脳
を
活
性
化

し
、
認
知
症
予
防
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ひ
ざ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
（
自
分
で
行
う

手
入
れ
）
の
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

会　場 月　日

山本公民館 ４月４日

浜口公民館 ４月18日

　もの忘れで困っている方や家族、認知
症の方を支えたい方が集まってお茶を飲
みながら交流し、語り合う場です。どな
たでもご参加いただけます。

●と　き　４月19日　13：30～15：00
●ところ　琴丘地域拠点センター
●参加費　無料（出入り自由）

おれんじカフェおれんじカフェ
認知症になっても地域で暮らすために…

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

回数 月日

１ ４月25日

２ ５月９日

３ ５月23日

４ ６月13日

５ ７月11日

６ ８月８日

７ ９月５日

◆
日　

時　

10
時
〜
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
概
ね
65
歳
以
上
の
方

◆
参
加
費　
１
４
０
０
円（
触
覚
ボ
ー
ル
代
）

◆
定　

員　
　

先
着
５
名

◆
申
込
期
限　

４
月
10
日

　

地
域
で
高
齢
者
の
通
い
の
場
（
サ

ロ
ン
等
）
を
開
催
す
る
住
民
主
体
の

活
動
費
を
補
助
し
ま
す
！

　

高
齢
に
な
っ
て
も
地
域
で
元
気
に

暮
ら
す
た
め
に
、
要
介
護
状
態
の
予

防
並
び
に
地
域
の
支
え
合
い
体
制
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
事
業

で
す
。

　

現
在
、
自
主
的
に
地
区
の
集
会
所

等
で
通
い
の
場（
サ
ロ
ン
等
）を
行
っ

て
い
る
団
体
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん

で
み
た
い
と
考
え
て
い
る
団
体
は
、

ぜ
ひ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対　
　

象

　

地
区
の
集
会
所
等
で
月
に
１
回
以

上
、
概
ね
５
人
以
上
の
高
齢
者
が
参

加
す
る
通
い
の
場 

（
サ
ロ
ン
等
）
を

実
施
す
る
町
民
で
構
成
す
る
団
体

●
補
助
内
容

　

通
い
の
場
（
サ
ロ
ン
等
）
の
運
営

や
開
設
準
備
に
か
か
る
費
用

　

審
査
の
う
え
、
年
間
５
団
体
ま
で

補
助
し
ま
す
。

●
申
請
期
限　

４
月
15
日

　

申
請
書
の
作
成
な
ど
は
、
お
手
伝

い
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

入
居
者
の
資
格

　

申
込
方
法

　

選
考
方
法

　

申
込
期
間

①
入
居
の
申
し
込
み
し
た
日
に
お

い
て
収
入
基
準
内
で
あ
る
こ
と

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

で
あ
る
こ
と

④
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

⑤
原
則
と
し
て
、
自
己
の
所
有
す

る
持
ち
家
等
が
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と

※
町
外
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

　

入
居
申
込
書
は
、
建
設
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
の
地
域
生
活
係
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

入
居
申
込
書
に
添
付
書
類
を
添

え
て
建
設
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
者
の
入
居
資
格
、
住
宅
困

窮
の
度
合
い
の
実
情
を
調
査
し
、

募
集
戸
数
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

・
期
限
厳
守

・
申
込
み
締
切
日
時
点
で
、
書
類

の
そ
ろ
っ
て
い
な
い
方
は
失
格

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
受
付
け
し
ま

せ
ん
）

　

４
月
２
日 

か
ら　

４
月
16
日 

ま
で

抽
選
予
定
日　

５
月
７
日

入
居
予
定　

５
月
21
日新八竜住宅

千刈田住宅

募集住宅の概要
住　宅　名
（地域名） 所　在　地 構造及び間取り

（住戸専用面積）
募集戸数
（完成年度）

予定家賃
（裁量階層含む） 敷　金

新八竜住宅
（八竜地域） 浜田字大平10

木造２階建て３LDK
（77.80㎡）

１戸
（平成５年度）

16,000円
～31,500円

家賃の
３か月分

新八竜住宅
（八竜地域） 浜田字大平10

木造２階建て３LDK
（74.50㎡）

１戸
（平成３年度）

15,000円
～29,600円

新八竜住宅
（八竜地域） 浜田字大平10

木造２階建て３LDK
（74.90㎡）

１戸
（平成５年度）

15,400円
～30,300円

千刈田住宅
（琴丘地域） 鹿渡字千刈田310 木造１階建て２LDK

（57.96㎡）
１戸

（平成29年度）
19,900円
～39,200円

◆問い合わせ先　建設課　☎ 85－ 4820

【平成30年度計画表】
活動月日 清掃場所 作業内容 集合場所
4月８日 山本ふるさと文化館～地域福祉センター ごみ拾い（あじさい道路）山本ふるさと文化館駐車場
５月６日 森岳駅周辺 草取り・ごみ拾い 森岳駅
６月３日 地域福祉センター～山本ふるさと文化館 草取り・ごみ拾い（あじさい道路）地域福祉センター駐車場
７月８日 森岳駅周辺 草取り・ごみ拾い 森岳駅
７月29日 惣三郎沼公園 草取り・ごみ拾い 山本ふるさと文化館駐車場
９月２日 角助沼公園 草取り・ごみ拾い 山本体育館駐車場
10月７日 森岳駅周辺 草取り・ごみ拾い 森岳駅

　本協議会は「ゴミのない美しい三種町づくり」を目指して清掃ボランティア活動
を行います。
　平成30年度の活動は次のとおりです。町民多数のご参加をお待ちしています。
●活動期間　４月～10月
●活動時間　午前６時～午前７時（午前５時50分まで集合）

山本地区ボランティア協議会からのお願い
　

町
で
は
、防
災
行
政
無
線
の
運
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
放
送
の
取
り
や
め
を
行
っ
て
い
る
午
前
６
時
の

チ
ャ
イ
ム
放
送
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
取
り
や
め
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
民
生
活
課　

消
防
防
災
係　

☎
８
５
-４
８
２
３

防
災
行
政
無
線
に
関
す
る
お
知
ら
せ

広報 みたね
mitane town
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平
成
29
年
度

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会

研 

修 

報 

告

●

研
修
の
概
要　

　

播
種
か
ら
収
穫
に
至
る
肥
培
管
理
や
青

枯
・
根
腐
病
対
策
を
学
ぶ
。
ま
た
、
品
質

や
高
温
対
策
、
そ
れ
ら
に
伴
う
資
材
利
用

に
つ
い
て
の
技
術
習
得
や
直
売
所
で
販
売

さ
れ
て
い
る
品
種
・
品
質
に
つ
い
て
も
調

査
す
る
。

●

部
会
長　

相
沢　

孝
記

　

は
じ
め
に
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み

で
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
の
概
要
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
い
ず
み
の

れ
病
に
つ
い
て
、
20
年
連
作
し
て
い
る
が

病
気
の
発
生
は
し
て
い
な
い
と
の
事
。
対

策
と
し
て
土
壌
改
良
の
重
要
性
を
挙
げ
、

化
成
肥
料
の
施
肥
の
み
で
は
栽
培
し
な
い

こ
と
や
、
台
木
品
種
の
選
定
や
そ
れ
に

伴
っ
た
、
病
虫
診
断
の
重
要
性
に
つ
い
て

助
言
を
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
「
た
わ
わ
タ
ウ
ン
山
谷
」
を
視
察

し
ま
し
た
。
Ａ
コ
ー
プ
と
同
じ
施
設
に
直

売
と
し
て
青
果
物
を
販
売
し
て
い
る
店
舗

で
す
。

　

周
年
を
通
し
た
作
付
け
・
収
穫
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
数
多
く
の
品
目
を
確
認
で

き
ま
し
た
。
か
な
め
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、

「
千
果
」
が
多
く
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
番
の
理
由
は
食
味
で
あ
り
ま
し
た
。

　

三
種
管
内
で
は
、「
千
果
」
と
千
果
の

裂
果
率
か
ら
減
収
を
避
け
る
た
め
、「
サ

ン
チ
ェ
リ
ー
ピ
ュ
ア
」
の
２
品
種
で
出
荷

を
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
の
面
積
拡
大
に

伴
っ
た
、
販
売
促
進
を
発
展
さ
せ
る
に
は

千
果
オ
ン
リ
ー
の
作
付
け
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
、
今
後
、
提
案
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ど
の
圃
場
に
お
い
て
も
、
病
害
発
生
の

媒
介
と
な
る
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
抑
制
が
基
本
と

な
っ
て
お
り
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
対
し
て
特
段

の
防
除
を
意
識
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

●

相
澤　

誠
紀

　

初
め
て
「
小
鈴
」
と
い
う
品
種
を
拝
見

し
ま
し
た
が
、
食
味
は
も
ち
ろ
ん
栽
培
特

性
も
容
易
と
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
は

「
ピ
ュ
ア
」
の
作
付
け
を
多
く
し
て
い
ま

す
が
、
千
果
や
こ
の
小
鈴
の
作
付
け
も
試

作
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
青
枯

病
の
発
生
に
伴
っ
た
助
言
に
あ
た
り
、
今

年
の
施
肥
設
計
を
替
え
作
付
け
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●

清
水　
　

伸

　

九
州
地
方
で
の
台
風
対
策
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
が
、
ハ
ウ
ス
倒
壊
を
防
ぐ
た

ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
員
は
34
名
、
作
付

面
積
は
１
万
８
３
３
０
坪
で
、
年
間

３
億
２
０
０
０
万
円
の
販
売
実
績
で
す
。

　

生
産
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
農
林

水
産
物
認
証
制
度
の
取
得
や
毎
月
の
現
地

検
討
会
の
実
施
や
各
市
場
へ
の
消
費
地
会

議
、
女
性
部
を
中
心
と
し
た
試
食
宣
伝
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
ミ
ニ

ト
マ
ト
選
果
施
設
に
お
い
て
は
共
選
作
業

を
し
て
お
り
、
荷
受
け
か
ら
洗
浄
形
質
選

別
や
自
動
製
函
に
至
る
選
果
を
8.6
ｔ
／
日

で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

品
質
の
統
一
・
維
持
と
し
て
理
想
で
あ

り
、
同
時
に
産
地
の
維
持
や
発
展
、
そ
れ

に
伴
う
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
と

し
て
有
効
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島

い
ず
み
管
内
で

は
ミ
ニ
ト
マ
ト

部
会
長
の
石
原

氏
の
圃
場
を
視

察
し
ま
し
た
。

９
月
か
ら
翌
年

６
月
に
か
け
て

千
果
・
子
鈴
・

恋
味
を
作
付
け

し
て
い
ま
す
。

　

一
番
の
関
心

事
で
あ
る
青
枯

め
地
域
の
生
産
者
で
台
風
の
度
に
各
生
産

者
の
ハ
ウ
ス
を
剥
が
す
作
業
を
行
っ
て
い

る
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　

三
種
管
内
で
も
、
強
風
に
よ
る
倒
壊
の

危
険
性
は
年
に
何
度
か
あ
り
ま
す
が
、
参

考
に
値
す
る
作
業
だ
と
思
い
ま
し
た
。

●

檜
森　

元
明

　

秋
田
や
ま
も
と
と
同
じ
面
積
規
模
で
あ

り
な
が
ら
販
売
金
額
は
２
倍
以
上
で
あ
る

こ
と
は
、
収
穫
時
期
の
長
さ
が
理
由
で
し

た
が
、
選
果
場
の
存
在
は
魅
力
で
し
た
。

　

品
質
維
持
の
統
一
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
収
穫
後
の
調
整
が
な
く
な
る
事
は
作

付
け
拡
大
へ
も
繋
が
り
ま
す
。
今
後
、
の

び
代
あ
る
品
目
で
有
る
た
め
、
こ
の
様
な

施
設
が
あ
れ
ば
理
想
と
感
じ
ま
し
た
。

●

加
賀
谷
春
美

　
「
た
わ
わ
タ
ウ
ン
山
谷
」
に
お
い
て
拝

見
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
形
質
や
光
沢
に
生

産
者
に
よ
り
差
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の

品
も
レ
ベ
ル
が
高
く
購
入
・
試
食
し
て
み

ま
し
た
が
糖
度
が
高
く
、
説
明
の
あ
っ
た

土
壌
改
良
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

●

工
藤　

一
誠

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
の
中
で
も
、
土
壌
病

害
の
発
生
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
Ｊ

　

本
事
業
は
、
農
業
の
中
核
と
な
る
べ
き
農
業
者
の
方
が
た

が
、
先
進
農
業
地
の
優
れ
た
農
家
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

生
産
技
術
等
を
体
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
研
修
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆視察研修報告書
　

　JA秋田やまも
とミニトマト部会

　研修地：鹿児島
県

　JA鹿児島いずみ
・たわわタウン山

谷

三
種
町
農
業
人
材
育
成
事
業
報
告
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作
付
け
に
は
１
品
種
統
一
で
良
い
と
思

う
が
、
鹿
児
島
の
生
産
者
も
千
果
の
裂
果

は
問
題
視
し
て
お
り
、
リ
ス
ク
回
避
の
た

め
の
多
品
種
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
ど
の

品
種
も
肥
料
設
計
は
同
じ
で
あ
っ
た
た

め
、
ピ
ュ
ア
と
千
果
で
は
同
様
の
施
用
は

不
可
の
た
め
土
改
剤
の
継
続
を
維
持
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●

牧
野　

英
徳

　

今
回
一
番
注
目
し
た
の
は
青
枯
れ
対
策

で
し
た
。
土
壌
改
良
で
は
数
年
継
続
し
て

初
め
て
病
害
に
対
し
て
真
価
を
発
揮
す
る

た
め
、
台
木
対
策
に
つ
い
て
生
産
者
に
質

問
を
し
ま
し
た
。

　

台
木
は
、
根
張
り
や
樹
勢
、
着
果
に
も

影
響
が
あ
る
た
め
、
あ
る
程
度
選
定
は
絞

れ
る
と
の
事
で
し
た
。
九
州
と
秋
田
で
は

気
象
条
件
や
時
期
も
違
う
た
め
、
台
木
の

特
性
を
活
か
し
た
効
果
が
あ
る
か
判
断
は

難
し
い
で
す
が
、
ト
キ
タ
種
苗
や
タ
キ
イ

種
苗
・
ナ
ン
ト
種
苗
な
ど
か
ら
選
定
し
た

台
木
種
子
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。

　
「
た
わ
わ
タ
ウ
ン
谷
山
」
で
は
、
多
く

の
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
出
て
お
り
、
購
入
し
て

食
べ
ま
し
た
が
果
物
の
よ
う
な
甘
み
が
あ

り
品
質
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

今
回
視
察
に
参
加
し
た
皆
が
、
土
壌
改

良
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
と
感
じ
ま
し

た
。
経
費
と

労
力
削
減
と

し
て
小
事
と

し
て
考
え
て

い
た
結
果
と

も
思
い
ま

す
。
今
回
の

視
察
内
容
を

今
年
の
栽
培

に
役
立
て
良

質
な
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
出
荷

し
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ａ
い
ず
み
の
圃
場
で
は
、
何
年
も
連
作
し

て
い
な
が
ら
根
腐
れ
病
や
青
枯
れ
病
が
発

生
し
て
い
な
い
と
の
事
。
堆
肥
散
布
は
も

ち
ろ
ん
、
土
壌
改
良
材
に
施
肥
に
も
経
費

を
掛
け
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

現
状
で
は
何
年
も
掛
け
て
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
、
接
ぎ
木
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ

せ
な
が
ら
土
壌
改
良
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

●

檜
森　

保
雄

　
「
千
果
」
の
圃
場
を
見
学
し
、
土
壌
病

害
の
発
生
は
お
ろ
か
、
冬
期
の
収
穫
時
期

で
あ
る
の
に
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
発
生
が
な
い

事
に
つ
い
て
、
防
除
の
徹
底
と
の
事
で
す

が
、
脇
芽
や
収
穫
し
た
花
房
の
処
理
な
ど

丁
寧
な
管
理
が
伺
え
ま
し
た
。

　

食
味
は
「
千
果
」
と
の
担
当
者
の
説
明

も
印
象
的
で
し
た
が
、
多
品
種
栽
培
に
よ

る
リ
ス
ク
低
減
も
あ
り
、
秋
田
や
ま
も
と

ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
で
も
参
考
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
た
わ
わ

タ
ウ
ン
山
谷
」
で
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
占

め
る
棚
は
大
き
く
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、

品
種
別
に
よ
る
果
肉
や
硬
質
・
食
味
の
違

い
は
面
白
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
恋
味
」、「
花
鳥
風
月
」
な
ど
三
種
管

内
で
も
試
作
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、

品
種
試
験
の
他
、
肥
料
・
資
材
の
試
験
も

重
視
し
た
取
り
組
み
を
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●

檜
森　

圭
太

　

土
壌
改
良
に
よ
る
試
作
は
、
自
身
で
も

行
っ
て
い
る
が
、
い
ず
み
管
内
の
圃
場
を

観
て
、
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
事
実
、
土
壌
病
害
の
発
生
も

し
て
い
な
い
事
が
根
拠
で
す
。

　

鹿
児
島
の
圃
場
で
拝
見
し
た
資
材
は
此

方
で
は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん
が
、似
た
成
分

を
使
用
し
た
物
で
問
題
な
い
と
の
説
明
で

あ
っ
た
の
で
、取
り
寄
せ
依
頼
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借

料
水
準
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【農作業参考料金表】

※データ数は、集計に用いた筆数である。
※金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。
※賃借料は、全て10a当たりの金額である。

○労賃は１日８時間労働を基準とし、賄いその他一切の現物支給は含まない。○消費税は内税とする。

作業種別 単　　位 金額（円） 作業種別 単　　位 金額（円）

労
賃

一般農作業 １日 5,904

機
械
作
業
等

溝きり　繋ぎなし 10a 1,900
オペレーター １日 10,000 育苗 １箱 620

※休息１日２回、１回15分 バインダー
（紐込み） 10a 整 理 田 6,200

機
械
作
業
等

水田耕起 10a 整 理 田 4,300 未整理田 7,200
未整理田 5,000 ハーベスター 10a 整 理 田 5,700

代かき 10a 整 理 田 4,800 未整理田 6,200
未整理田 5,000 コンバイン 10a 整 理 田 13,400

田植え 10a 整 理 田 4,300 未整理田 14,400
未整理田 4,800 生籾運搬 10a バ　　ラ 1,100

田植え側条（加算） 10a 700 袋 詰 め 2,100
苗運び 10a 1,600 籾乾燥 30kg 生 520
畦塗り １ｍ 20 半 乾 燥 360
肥料散布 20kg/袋 120 籾摺り調整 30kg 250
薬剤散布 10a 1,000 畑耕起 10a 4,300

三
種
町
農
作
業
参
考
料
金
・
農
地
賃
借
料

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

区　分 平均額 最高額 最低額 データ数
八 竜 地 区 14,100円 20,000円 5,000円 305
山 本 地 区 12,100円 20,000円 4,700円 559
琴 丘 地 区 11,100円 17,000円 4,000円 407
三種町平均 12,400円 － － 1,271

◆問い合わせ先　農業委員会事務局　☎85－4832

【農地賃借料】 ～ 参考 ～ 　三種町賃借料水準（H29.1.1 ～ H29.12.31）単位：円

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

1,000 ～ 8,000 17,100 ～ 20,000 20,100 以上11,100～14,0008,100 ～ 11,000 14,100 ～ 17,000

平　成
30年度
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こころ通信

こころちゃん

●

貸
与
物

　

万
歩
計
（
健
康
手
帳　

健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
セ
ッ
ト　

歩
数
記
録

簿
）

●

貸
与
期
間

　
５
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
末
ま
で
。

　

年
度
末
に
は
歩
数
記
録
簿
を
保
健

セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
、
健
康
相
談
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

貸
与
時
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
る　

心
の
健
康
づ
く
り

官
・
民
連
携
の
生
き
る
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
ま
し
た

　

３
月
13
日
、
さ
き
が
け
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
「
官
・
民
連
携
の
生
き
る
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
じ
ょ
も
ん
」
と
「
チ
ー
ム
山
本
」

の
会
員
の
方
が
た
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
秋
田
・
こ
こ
ろ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
小
坂
和
子
会
長
）
が
主
催
し
た
も

の
で
す
。

　

会
の
初
め
に
、
秋
田
県
健
康
推
進
課
よ
り
、

平
成
30
年
度
か
ら
５
年
間
で
自
殺
者
数
１
８
０

人
以
下
、
自
殺
率
19
・
３
以

下
に
減
ら
す
こ
と
を
目
標
に

自
殺
対
策
に
取
り
組
む
と
い

う
計
画
に
つ
い
て
話
題
提
供

が
あ
り
、
こ
の
計
画
に
は
秋

田
県
に
お
け
る
自
殺
の
特
徴

を
踏
ま
え
、
こ
ど
も
・
若
年

対
策
、
健
康
問
題
対
策
、
自

殺
未
遂
者
支
援
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
生
き
る
支
援
と

官
・
民
連
携
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
Ｎ
ｐ
Ｏ
法
人
蜘
蛛
の

糸
理
事
長
の
佐
藤
久
男
氏
を

は
じ
め
と
す
る
４
名
で
対
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
自
殺
の
危
険

を
示
す
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、

声
を
か
け
傾
聴
し
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
る
役
割
を
担
う

「
心
は
れ
ば
れ
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」
を
養
成
す
る
こ
と
の

必
要
性
や
、
官
・
民
が
連
携

し
自
殺
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
自
殺
対
策
計
画
の
施
策
に
も
あ
る
、

子
ど
も
・
若
者
に
対
す
る
自
殺
対
策
を
進
め
て

い
く
上
で
は
、
十
分
な
言
葉
の
配
慮
や
対
応
が

必
要
で
、
教
育
現
場
で
自
殺
に
関

す
る
話
を
す
る
こ
と
に
は
難
し
さ

が
あ
る
た
め
、
よ
り
関
係
機
関
の

連
携
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
話
題

と
な
り
ま
し
た
。

【写真左より】小関裕紀氏（県健康推進課自殺対策班副主幹）・野
田新悦氏（同　主幹兼班長）・小坂和子会長・佐藤久男氏（蜘蛛の
糸理事長）・渡部誠氏（秋田・こころのネットワーク事務局長）

参加されたボランティアグループの皆さんと佐藤理事長

献
血
50
回
達
成
者
に

感
謝
状

　

平
成
28
年
度
中
に
献
血
回
数

が
達
成
さ
れ
た
方
に
、
平
成
30

年
２
月
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
び
と
の

命
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
保
健
所
長
感
謝
状

　
（
献
血
50
回
）

　

加
藤　

一
志
さ
ん（鹿

渡
）

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
８
３
ー
５
５
５
５

　

秋
田
県
で
は
健
康
寿
命
日
本
一
に

向
け
て

①
身
体
活
動
・
運
動
（
歩
数
）

②
栄
養
・
食
生
活
（
食
塩
・
野
菜
摂

取
量
）

③
ア
ル
コ
ー
ル
（
飲
酒
量
）

④
歯
と
口
腔
（
虫
歯
に
な
っ
た
歯
の

数
等
）

⑤
心
の
健
康
（
自
殺
率
）

⑥
検
診　

⑦
た
ば
こ
（
喫
煙
率
）

の
七
つ
を
主
な
指
標
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
の
施
策
に
伴
い
、こ
の

中
の「
身
体
活
動　

歩
数
」に
つ
い
て

取
組
み
「
毎
年
健
康
増
進
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
実
践
者　

１
０
０
人
」を
目
指

す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
健
康
増
進
を
目
的
と
す
る

町
民
の
方
々
に「
万
歩
計
」を
貸
し
出

し
し
ま
す
。

●
貸
与
基
準

　

最
近
の
健
診
結
果
を
持
参
し
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

●

貸
与
す
る
場
所

　

三
種
町
保
健
セ
ン
タ
ー

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
万
歩
計

を
貸
出
し
ま
す

〜
平
成
30
年
５
月
１
日
か
ら
開
始
〜

平成30年４月 28



　

い
よ
い
よ
平
成
30
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期
に
感
ず
る

の
は
新
し
い
年
に
対
す
る
期
待
感
と
高

揚
感
、
そ
し
て
緊
張
感
で
す
。
是
非
と

も
三
種
町
発
展
の
年
に
し
た
い
も
の
で

す
。

　

今
年
の
当
初
予
算
は
骨
格
予
算
と
言

わ
れ
る
も
の
で
、
本
格
的
に
は
６
月
の

補
正
予
算
で
組
ま
れ
ま
す
が
、
若
者
関

連
の
新
規
事
業
が
２
つ
あ
り
ま
す
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
「
若
者
活
動
支
援
事
業
」

で
す
。
今
、
三
種
町
内
で
は
５
月
の
こ

ど
も
の
日
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
る
団
体
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

の
愛
好
団
体
、
夏
の
キ
ャ
ン
プ
や
冬
の

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
な
ど
子
供

た
ち
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
体
験
さ
せ
る
団
体
、
三
種
町
の
良

さ
を
町
外
に
継
続
的
に
情
報
発
信
し
て

い
る
団
体
な
ど
若
い
人
た
ち
の
活
動
が

盛
ん
で
す
。

　

次
代
を
担
う
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
で
き
る
よ
う
、
ア
イ
デ
ア
や
実
行

力
を
発
揮
で
き
る
上
限
50
万
円
の
補
助

事
業
を
新
設
し
ま
す
。

　

2
つ
目
は
「
結
婚
祝
金
事
業
」
で
す
。

本
町
に
お
い
て
結
婚
さ
れ
る
方
々
を
対

象
に
、
額
は
10
万
円
分
の
商
品
券
と
す

る
方
向
で
担
当
課
に
お
い
て
要
綱
の
整

備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
今
、
考
え
て
い
る

こ
と
で
す
が
、
若
者
の
定
住
人
口
を
増

や
す
た
め
「
若
者
定
住
促
進
住
宅
取
得

補
助
事
業
」（
仮
称　

上
限
１
５
０
万

円
）を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
れ
を
考
え
た
か
と
言
い
ま
す

と
、
古
く
な
っ
た
町
営
住
宅
の
建
替
え

を
促
進
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で

あ
り
ま
す
が
、
実
は
町
営
住
宅
１
棟
あ

た
り
の
建
築
費
が
約
１
６
０
０
万
円
、

そ
の
他
に
設
計
費
が
約
２
５
０
万
円
、

合
計
で
１
棟
あ
た
り
約
１
８
５
０
万
円

か
か
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
町
営

住
宅
は
公
営
住
宅
法
に
よ
り
家
賃
は
入

居
さ
れ
る
世
帯
の
所
得
に
よ
っ
て
金
額

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
夫
婦
共
稼
ぎ
で

世
帯
所
得
が
高
い
場
合
に
は
相
当
に
高

い
家
賃
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
却
っ

て
自
分
で
家
を
建
て
て
し
ま
っ
た
方
が

得
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

仮
に
こ
の
新
し
い
事
業
に
よ
り
こ
れ

か
ら
新
築
し
た
い
と
い
う
若
い
世
帯
へ

の
助
成
額
を
上
限
１
５
０
万
円
と
し
て

も
町
営
住
宅
の
１
棟
分
で
12
戸
建
つ
わ

け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
助
成
効
果
は
大

き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち

が
住
宅
取
得
を
し
や
す
い
よ
う
な
環
境

整
備
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
お
母
さ
ん
か
ら
要
望
の
多
い
の

が
雨
や
雪
の
日
で
も
屋
内
で
子
ど
も
を

遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施
設

で
す
。
エ
ナ
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
や
ポ
ン
ポ

コ
山
、
遠
く
は
御
所
野
の
イ
オ
ン
ま
で

い
か
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
屋
内

で
各
年
齢
に
対
応
し
た
遊
具
を
備
え
た

〝
子
ど
も
の
広
場
〞（
仮
称
）
を
開
設
し
、

育
児
相
談
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
自
治
体
を
変
え
る
鍵
は
地
域
に

あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
叡え
い

智ち

と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
町
政
に
反
映
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ち
を
あ
き
ら
め
な
い
町

民
の
皆
様
の
〝
心
意
気
〞
が
、
ま
ち
を

変
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
月
も
ど

う
か
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
で
お
元
気
に
お

過
ご
し
下
さ
い
。

町
長　

三　

浦　

正　

隆

「
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！
」
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い
よ
い
よ
平
成
30
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期
に
感
ず
る

の
は
新
し
い
年
に
対
す
る
期
待
感
と
高

揚
感
、
そ
し
て
緊
張
感
で
す
。
是
非
と

も
三
種
町
発
展
の
年
に
し
た
い
も
の
で

す
。今

年
の
当
初
予
算
は
骨
格
予
算
と
言

わ
れ
る
も
の
で
、
本
格
的
に
は
６
月
の

補
正
予
算
で
組
ま
れ
ま
す
が
、
若
者
関

連
の
新
規
事
業
が
２
つ
あ
り
ま
す
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

１
つ
目
は
「
若
者
活
動
支
援
事
業
」

で
す
。
今
、
三
種
町
内
で
は
５
月
の
こ

ど
も
の
日
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
る
団
体
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

の
愛
好
団
体
、
夏
の
キ
ャ
ン
プ
や
冬
の

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
な
ど
子
供

た
ち
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
体
験
さ
せ
る
団
体
、
三
種
町
の
良

さ
を
町
外
に
継
続
的
に
情
報
発
信
し
て

い
る
団
体
な
ど
若
い
人
た
ち
の
活
動
が

盛
ん
で
す
。

次
代
を
担
う
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
で
き
る
よ
う
、
ア
イ
デ
ア
や
実
行

力
を
発
揮
で
き
る
上
限
50
万
円
の
補
助

事
業
を
新
設
し
ま
す
。

2
つ
目
は
「
結
婚
祝
金
事
業
」
で
す
。

本
町
に
お
い
て
結
婚
さ
れ
る
方
々
を
対

象
に
、
額
は
10
万
円
分
の
商
品
券
と
す

る
方
向
で
担
当
課
に
お
い
て
要
綱
の
整

備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
今
、
考
え
て
い
る

こ
と
で
す
が
、
若
者
の
定
住
人
口
を
増

や
す
た
め
「
若
者
定
住
促
進
住
宅
取
得

補
助
事
業
」（
仮
称

上
限
１
５
０
万

円
）を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
れ
を
考
え
た
か
と
言
い
ま
す

と
、
古
く
な
っ
た
町
営
住
宅
の
建
替
え

を
促
進
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で

あ
り
ま
す
が
、
実
は
町
営
住
宅
１
棟
あ

た
り
の
建
築
費
が
約
１
６
０
０
万
円
、

そ
の
他
に
設
計
費
が
約
２
５
０
万
円
、

合
計
で
１
棟
あ
た
り
約
１
８
５
０
万
円

か
か
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
町
営

住
宅
は
公
営
住
宅
法
に
よ
り
家
賃
は
入

居
さ
れ
る
世
帯
の
所
得
に
よ
っ
て
金
額

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
夫
婦
共
稼
ぎ
で

世
帯
所
得
が
高
い
場
合
に
は
相
当
に
高

い
家
賃
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
却
っ

て
自
分
で
家
を
建
て
て
し
ま
っ
た
方
が

得
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

仮
に
こ
の
新
し
い
事
業
に
よ
り
こ
れ

か
ら
新
築
し
た
い
と
い
う
若
い
世
帯
へ

の
助
成
額
を
上
限
１
５
０
万
円
と
し
て

も
町
営
住
宅
の
１
棟
分
で
12
戸
建
つ
わ

け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
助
成
効
果
は
大

き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち

が
住
宅
取
得
を
し
や
す
い
よ
う
な
環
境

整
備
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
お
母
さ
ん
か
ら
要
望
の
多
い
の

が
雨
や
雪
の
日
で
も
屋
内
で
子
ど
も
を

遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施
設

で
す
。
エ
ナ
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
や
ポ
ン
ポ

コ
山
、
遠
く
は
御
所
野
の
イ
オ
ン
ま
で

い
か
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
屋
内

で
各
年
齢
に
対
応
し
た
遊
具
を
備
え
た

〝
子
ど
も
の
広
場
〞（
仮
称
）
を
開
設
し
、

育
児
相
談
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
、
自
治
体
を
変
え
る
鍵
は
地
域
に

あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
叡え
い

智ち

と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
町
政
に
反
映
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ち
を
あ
き
ら
め
な
い
町

民
の
皆
様
の
〝
心
意
気
〞
が
、
ま
ち
を

変
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
月
も
ど

う
か
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
で
お
元
気
に
お

過
ご
し
下
さ
い
。

町
長　

三　

浦　

正　

隆

「
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！
」」

広報 みたね
mitane town
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２
月
26
日
、
役
場
で
日
本
赤
十
字
社

秋
田
県
支
部
か
ら
災
害
救
援
車
１
台
と

災
害
用
移
動
炊
飯
器
２
台
の
贈
呈
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
に
密
着
し
た
赤
十
字

活
動
の
推
進
と
地
域
に
お
け
る
災
害
救

護
活
動
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
秋
田

県
支
部
の
梅
井
事
務
局
長
よ
り
町
長
へ

鍵
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
町
長
は
「
頂
い
た
車
両
を
フ
ル

に
活
用
し
、
災
害
に
つ
よ
い
町
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

緊
急
時
に
備
え
て

災
害
救
護
資
器
材
贈
呈
式▲災害に強いまちづくりに役立てます

　

２
月
27
日
、
下
岩
川
保
育
園
で
、
山

本
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会
（
北
林
テ

リ
子
会
長
）
と
民
生
児
童
委
員
協
議
会

山
本
支
部
（
藤
原
優
支
部
長
）
の
皆
さ

ん
に
よ
る
恒
例
行
事
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
お
店
」
が
開
店
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、
お
こ
づ
か
い
の
使

い
道
を
考
え
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん

で
欲
し
い
と
、
山
本
地
域
の
保
育
園
で

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
子
ど

も
達
は
、
手
作
り
の
お
金
と
財
布
を

も
っ
て
、
駄
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
を
袋

い
っ
ぱ
い
に
購
入
し
、
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

本
日
開
店

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
店▲お買い物楽しいな！

　

３
月
３
日
、
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン

タ
ー
で
「
男
性
向
け　

お
さ
か
な
料
理

教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
事
業
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
川

村
金
一
郎
さ
ん
（
鹿
渡
）
を
講
師
に
魚

料
理
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ア
ジ
、
イ
カ
、
鯛
の

刺
身
と
鯛
の
あ
ら
汁
で
、
包
丁
を
研
ぐ

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
当
日
は
８

人
の
男
性
が
参
加
し
、
川
村
さ
ん
か
ら

指
導
を
受
け
な
が
ら
慎
重
に
魚
を
さ
ば

い
て
料
理
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

男
子  

厨
房
に
入
ろ
う
！

お
さ
か
な 

料
理
教
室▲包丁握る眼差しは真剣

　

３
月
11
日
、
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

で
、
長
信
田
の
森
演
劇
公
演
「
道
程
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
回
目
と
な
る
今
年
は
、
長
信
田
の

森
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
集
う
若
者
達
18

人
が
、
親
と
衝
突
し
な
が
ら
も
役
者
の

道
を
進
む
青
年
の
物
語
を
熱
演
、
脚

本
・
演
出
を
わ
ら
び
座
座
友
、
近
藤
眞

行
さ
ん
（
鹿
渡
）
が
手
が
け
ま
し
た
。

　

若
者
達
の
感
情
の
こ
も
っ
た
迫
真
の

演
技
や
、
母
へ
の
思
い
を
語
る
場
面
で

は
実
際
に
母
に
向
け
て
書
か
れ
た
文

章
を
読
み
上
げ
、
会
場
に
集
ま
っ
た

４
８
０
人
の
観
客
を
魅
了
し
、
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

僕
た
ち
の
前
に
道
は
な
い

僕
た
ち
の
後
ろ
に
道
は
で
き
る

長
信
田
の
森
演
劇
公
演▲若者達の感情こもった迫真の演技
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２
月
26
日
、
役
場
で
日
本
赤
十
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社

秋
田
県
支
部
か
ら
災
害
救
援
車
１
台
と

災
害
用
移
動
炊
飯
器
２
台
の
贈
呈
を
受

け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
に
密
着
し
た
赤
十
字

活
動
の
推
進
と
地
域
に
お
け
る
災
害
救

護
活
動
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
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呈
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で
は
、
日
本
赤
十
字
社
秋
田

県
支
部
の
梅
井
事
務
局
長
よ
り
町
長
へ

鍵
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

三
浦
町
長
は
「
頂
い
た
車
両
を
フ
ル

に
活
用
し
、
災
害
に
つ
よ
い
町
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

時
に
備
え
て

緊緊
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時時

災
害
救
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材
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月
27
日
、
下
岩
川
保
育
園
で
、
山

本
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会
（
北
林
テ

リ
子
会
長
）
と
民
生
児
童
委
員
協
議
会

山
本
支
部
（
藤
原
優
支
部
長
）
の
皆
さ

ん
に
よ
る
恒
例
行
事
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
お
店
」
が
開
店
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
、
お
こ
づ
か
い
の
使

い
道
を
考
え
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん

で
欲
し
い
と
、
山
本
地
域
の
保
育
園
で

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
子
ど

も
達
は
、
手
作
り
の
お
金
と
財
布
を

も
っ
て
、
駄
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
を
袋

い
っ
ぱ
い
に
購
入
し
、
満
面
の
笑
み
を

浮
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べ
て
い
ま
し
た
。
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日
、
琴
丘
地
域
拠
点
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ン
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で
「
男
性
向
け

お
さ
か
な
料
理

教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
事
業
と
し
て
毎
年
開
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さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
川

村
金
一
郎
さ
ん
（
鹿
渡
）
を
講
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に
魚

料
理
を
体
験
し
ま
し
た
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メ
ニ
ュ
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は
、
ア
ジ
、
イ
カ
、
鯛
の

刺
身
と
鯛
の
あ
ら
汁
で
、
包
丁
を
研
ぐ

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
当
日
は
８

人
の
男
性
が
参
加
し
、
川
村
さ
ん
か
ら

指
導
を
受
け
な
が
ら
慎
重
に
魚
を
さ
ば

い
て
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を
完
成
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せ
ま
し
た
。
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！
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日
、
山
本
ふ
る
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と
文
化
館

で
、
長
信
田
の
森
演
劇
公
演
「
道
程
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

７
回
目
と
な
る
今
年
は
、
長
信
田
の

森
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
集
う
若
者
達
18

人
が
、
親
と
衝
突
し
な
が
ら
も
役
者
の

道
を
進
む
青
年
の
物
語
を
熱
演
、
脚

本
・
演
出
を
わ
ら
び
座
座
友
、
近
藤
眞

行
さ
ん
（
鹿
渡
）
が
手
が
け
ま
し
た
。

若
者
達
の
感
情
の
こ
も
っ
た
迫
真
の

演
技
や
、
母
へ
の
思
い
を
語
る
場
面
で

は
実
際
に
母
に
向
け
て
書
か
れ
た
文

章
を
読
み
上
げ
、
会
場
に
集
ま
っ
た

４
８
０
人
の
観
客
を
魅
了
し
、
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

ち
の
前
に
道
は
な
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２
月
23
日
、
釜
谷
か
も
め
会
（
牧
野

ト
ミ
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
美
幸
苑
を
訪
れ
、
手
作
り
の

清
拭
タ
オ
ル
約
２
０
０
０
枚
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

同
女
性
部
会
の
会
員
が
布
や
タ
オ
ル

を
持
ち
寄
り
、
使
い
や
す
い
大
き
さ
に

裁
断
し
て
、
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

牧
野
会
長
は
、「
今
後
も
こ
の
活
動

が
地
域
に
役
立
つ
よ
う
続
け
て
行
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ひ
と
針
に
心
込
め
て▲手作りタオルを寄贈（２月23日）

　

３
月
17
日
、
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
で

「
三
種
町
新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

公
開
実
績
報
告
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
は
プ
レ
ゼ
ン
と
書
類
審
査
に

よ
り
成
果
を
報
告
、
三
浦
町
長
、
荒
樋

豊
県
立
大
教
授
、
住
民
代
表
の
合
わ
せ

て
５
人
が
審
査
員
と
な
り
全
団
体
が

「
合
格
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事

業
は
６
年
間
の
活
動
の
成
果
が
見
ら
れ

今
年
度
で
事
業
を
終
了
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
と
お
し
て
各
団
体
ご
と

の
交
流
も
進
み
、
町
の
元
気
づ
く
り
の

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
活

動
の
継
続
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

元
気
づ
く
り
を
プ
レ
ゼ
ン

三
種
町
新
・
元
気
づ
く
り

支
援
事
業▲活発なプレゼンが行われました

　

３
月
12
日
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
愛
寿

苑
で
長
寿
祝
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
０
０
歳
を
迎
え
た
の
は
佐
藤
貞

子
さ
ん
で
す
。

　

大
正
７
年
３
月
12
日
、
山
本
郡
檜
山

町
に
生
ま
れ
、
昭
和
12
年
に
結
婚
、
２

男
２
女
を
授
か
り
ま
し
た
。
若
い
頃
は

農
業
と
子
育
て
で
家
庭
を
支
え
、
孫
の

世
話
も
し
て
い
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
特
に
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
食
事
は
残
さ
ず
お
い
し
く

食
べ
、
洗
濯
物
を
畳
む
お
手
伝
い
を
し

た
り
、
裁
縫
を
楽
し
み
な
が
ら
と
て
も

元
気
に
毎
日
楽
し
く
苑
生
活
を
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
親
族
も
集
ま
り
佐
藤
さ
ん
の

健
康
を
祝
い
ま
し
た
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
寿
祝
金
贈
呈
式▲いつまでもお元気で

　

２
月
26
日
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

成
田
竜
功
さ
ん
・
沙
綾
さ
ん
（
萱
刈

沢
）
の
怜れ

煌お

ち
ゃ
ん
（
10
月
27
日
生
ま

れ
）
で
す
。

　
「
健
康
で
元
気
に
育
っ
て
欲
し
い
」

と
、
我
が
子
の
成
長
へ
の
思
い
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
式

▲釜谷分館で作業（２月18日）
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２
月
23
日
、
釜
谷
か
も
め
会
（
牧
野

ト
ミ
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
美
幸
苑
を
訪
れ
、
手
作
り
の

清
拭
タ
オ
ル
約
２
０
０
０
枚
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

同
女
性
部
会
の
会
員
が
布
や
タ
オ
ル

を
持
ち
寄
り
、
使
い
や
す
い
大
き
さ
に

裁
断
し
て
、
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

牧
野
会
長
は
、「
今
後
も
こ
の
活
動

が
地
域
に
役
立
つ
よ
う
続
け
て
行
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ひ
と
針
に
心
込
め
て

ひひひひひひひひ

▲手作りタオルを寄贈（２月23日）

３
月
17
日
、
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
で

「
三
種
町
新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

公
開
実
績
報
告
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
会
は
プ
レ
ゼ
ン
と
書
類
審
査
に

よ
り
成
果
を
報
告
、
三
浦
町
長
、
荒
樋

豊
県
立
大
教
授
、
住
民
代
表
の
合
わ
せ

て
５
人
が
審
査
員
と
な
り
全
団
体
が

「
合
格
」
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事

業
は
６
年
間
の
活
動
の
成
果
が
見
ら
れ

今
年
度
で
事
業
を
終
了
し
ま
す
。

こ
の
事
業
を
と
お
し
て
各
団
体
ご
と

の
交
流
も
進
み
、
町
の
元
気
づ
く
り
の

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
活

動
の
継
続
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

づ
く
り
を
プ
レ
ゼ
ン

元元元
気気気気気気気気気
づづ

三
種
町
新
・
元
気
づ
く
り

三三三三三三三三三三
種種種種種種

支
援
事
業▲活発なプレゼンが行われました

３
月
12
日
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
愛
寿

苑
で
長
寿
祝
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
０
０
歳
を
迎
え
た
の
は
佐
藤
貞

子
さ
ん
で
す
。

大
正
７
年
３
月
12
日
、
山
本
郡
檜
山

町
に
生
ま
れ
、
昭
和
12
年
に
結
婚
、
２

男
２
女
を
授
か
り
ま
し
た
。
若
い
頃
は

農
業
と
子
育
て
で
家
庭
を
支
え
、
孫
の

世
話
も
し
て
い
ま
し
た
。

長
寿
の
秘
訣
は
特
に
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
食
事
は
残
さ
ず
お
い
し
く

食
べ
、
洗
濯
物
を
畳
む
お
手
伝
い
を
し

た
り
、
裁
縫
を
楽
し
み
な
が
ら
と
て
も

元
気
に
毎
日
楽
し
く
苑
生
活
を
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
親
族
も
集
ま
り
佐
藤
さ
ん
の

健
康
を
祝
い
ま
し
た
。

０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１１
０００
０００００００

長
寿
祝
金
贈
呈
式▲いつまでもお元気で

２
月
26
日
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
田
竜
功
さ
ん
・
沙
綾
さ
ん
（
萱
刈

沢
）
の
怜れ

煌お

ち
ゃ
ん
（
10
月
27
日
生
ま

れ
）
で
す
。

「
健
康
で
元
気
に
育
っ
て
欲
し
い
」

と
、
我
が
子
の
成
長
へ
の
思
い
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

か
な
成
長
を

健健健
ややややややややや
かか

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
式

赤赤赤赤赤
ちちちち

▲釜谷分館で作業（２月18日）
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生涯学 習通信 4 月号

　

３
月
４
日
、
八
竜
建
築
技
能
組

合
（
牧
野
善
悦
組
合
長
）
が
八
竜

地
域
の
小
中
学
校
で
校
舎
修
繕
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
50
年
以

上
前
か
ら
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。廊
下
や
水
飲
み
場

の
壁
塗
装
、建
具
の
建
付
け
修
繕

な
ど
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
で
校
内
環

境
を
整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　自治体が運動やスポーツの参加率を競う「チャレンジデー2018」が
５月30日（水）に開催されます。
　今年は３年ぶりの勝利と参加率60%以上を目指し、町民一致団結のも
と頑張りたいと思います。

　

３
月
21
日（
水
）ゆ
め
す
た
で
町
内
団
員
指
導
者
約

１
４
０
名
が
交
流
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
日
本
体
育
大
学
か
ら
菊
池
直
樹

先
生
を
講
師
と

し
て
お
迎
え

し
、
運
動
前
の

ス
ト
レ
ッ
チ
や

正
し
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
な
ど

を
教
わ
り
ま
し

た
。
参
加
し
た

小
学
生
、
指
導

者
は
熱
心
に
先

生
の
話
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し

た
。

過去参加率
2013年　31.7%（●）
2014年　38.1%（○）
2015年　45.6%（○）
2016年　48.0%（●）
2017年　48.5%（●）チャレンジデーの参加方法

　当日午前０時から午後９時までの間に、15分以上継続して何ら
かの運動やスポーツをした住民の「参加率（％）」を競うイベント
です。運動やスポーツをした方は、チャレンジカードを各体育館等
に提出していただくか、お電話または、ファックスにてご報告くだ
さい。

５月30日（水）は宮城県七ヶ浜町、長野県佐久穂町
初の三つ巴戦

学
校
校
舎
修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆問合せ先　三種町教育委員会スポーツ係　☎87－2113

三種町スポーツ少年団
交流会開催

平成30年４月 32

生涯学 習通信 4 月月月月月月月月号号号号号号号号月

３
月
４
日
、
八
竜
建
築
技
能
組組組組組組

合
（
牧
野
善
悦
組
合
長
）
が
八
竜竜竜竜竜竜竜竜

地
域
の
小
中
学
校
で
校
舎
修
繕
ボボボボボボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
50
年
以以以以以以

上
前
か
ら
継
続
し
て
行
わ
れ
て
いいいい

る
も
の
で
す
。廊
下
や
水
飲
み
場場場場場場場場

の
壁
塗
装
、建
具
の
建
付
け
修
繕繕繕繕繕繕繕

な
ど
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
で
校
内
環環環環環環

境
を
整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。。。。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　自治体が運動やスポーツの参加率を競う「チャレンジデー2018」が
５月30日（水）に開催されます。
　今年は３年ぶりの勝利と参加率60%以上を目指し、町民一致団結のも
と頑張りたいと思います。

３３３
月
21
日（
水
）ゆ
め
す
た
で
町
内
団
員
指
導
者
約

１１
４４４
０
名
が
交
流
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

昨昨昨
年
に
引
き
続
き
、
日
本
体
育
大
学
か
ら
菊
池
直
樹

先先
生生生
を
講
師
と

しし
ててて
お
迎
え

しし
、
運
動
前
の

スス
トトト
レ
ッ
チ
や

正正
ししし
い
ト
レ
ー

ニニ
ンンン
グ
法
な
ど

をを
教教教
わ
り
ま
し

たた
。
参
加
し
た

小小
学学学
生
、
指
導

者者
ははは
熱
心
に
先

生生
ののの
話
に
耳
を

傾傾
けけけ
て
い
ま
し

たた
。

過去参加率
2013年　31.7%（●）
2014年　38.1%（○）
2015年　45.6%（○）
2016年　48.0%（●）
2017年　48.5%（●）チャレンジデーの参加方法

　当日午前０時から午後９時までの間に、15分以上継続して何ら
かの運動やスポーツをした住民の「参加率（％）」を競うイベント
です。運動やスポーツをした方は、チャレンジカードを各体育館等
に提出していただくか、お電話または、ファックスにてご報告くだ
さい。

５月月30日（水水水水水水水））は宮城県七ヶ浜町、長長野県佐久穂町町宮城県七ヶ浜町、長長
初初初初初ののののののののののののののののの三三つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ巴巴巴巴戦戦戦戦戦戦戦

学
校
校
舎
修
繕繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アア

◆問合せ先　三種町教育委員会スポーツ係 ☎87－2113

交流会開催

平成30年４月 32



● 教育委員会
　 総務学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2113
　 スポーツ係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2113
● 琴丘公民館　☎87－3232
● 山本公民館　☎83－2354　
● 八竜公民館　☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

　

教
育
委
員
会
に
配
属
さ
れ
て
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。
美
点
凝
視
を
書
い
て
い
た
だ

い
た
皆
様
は
、
子
ど
も
の
元
気
な
姿
、
素

直
な
姿
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
姿

を
応
援
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
も
年
間
を
通
し
て
様
ざ
ま
な
活
動
で

子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
き
ま
し
た
。
朝
会

う
と
元
気
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
を
し
て

く
れ
ま
す
。
初
め
て
あ
っ
た
子
ど
も
も
、
も
の
お
じ
す
る

こ
と
な
く
、
学
校
や
家
で
の
出
来
事
、
将
来
つ
き
た
い
仕

事
の
こ
と
な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。
人
の
話
を
聞
く
と

き
は
目
を
見
て
真
剣
に
聞
き
、
暑
さ
や
寒
さ
に
も
負
け
ず

に
外
を
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
に
自

信
を
持
っ
て
元
気
に
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
行
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
で
町
を
元
気
に
し
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
係　

檜
森　

大
樹

いいとこ み～つけた

４月のスポーツ行事
月　　日 大　　会　　名  （ 競 技 名 ） 場　　　所

４月14日 三種町スポーツ少年団合同入団式 琴 丘 総 合 体 育 館
４月21～22日 山本郡中学校春季総合体育大会（野球） ス カ ル パ 野 球 場
４月21～22日 山本郡中学校春季総合体育大会（バスケットボール） 琴 丘 総 合 体 育 館
４月21～22日 山本郡中学校春季総合体育大会（ソフトテニス） スカルパテニスコート
４月28～29日 山本ロータリークラブスポ少野球大会 ス カ ル パ 野 球 場

※全サークル申込みの方につきましては参加料2,000円とさせていただきます。

◆申込み方法
　年会費を八竜体育館（85－2930）へお届け下さい。なお入会受付は随時行っております。

平成30年度

年会費　2,000円
　秋田県内外各地への移動
ウオーキングを、年２回の
実施予定としています。

ウオーキングサークル
年会費　1,000円
　通年として毎月第２・第４火曜に
八竜体育館を主に、ユニカール・ミ
ニテニス・バトミントンなど色々な
軽スポーツを実施予定です。

活き活き健康サークル
年会費　1,000円
　通年として毎月第２・第
４水曜日に八竜改善セン
ターを主に、活動予定です。

 ３Ｂ体操健康サークル

八竜地域スポーツクラブサークル会員募集！
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● 教育委員会
　 総務学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2113
　 スポーツ係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2113
● 琴丘公民館 ☎87－3232
● 山本公民館 ☎83－2354
● 八竜公民館 ☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

教
育
委
員
会
に
配
属
さ
れ
て
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。
美
点
凝
視
を
書
い
て
い
た
だ

い
た
皆
様
は
、
子
ど
も
の
元
気
な
姿
、
素

直
な
姿
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
姿

を
応
援
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
年
間
を
通
し
て
様
ざ
ま
な
活
動
で

子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
き
ま
し
た
。
朝
会

う
と
元
気
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
を
し
て

く
れ
ま
す
。
初
め
て
あ
っ
た
子
ど
も
も
、
も
の
お
じ
す
る

こ
と
な
く
、
学
校
や
家
で
の
出
来
事
、
将
来
つ
き
た
い
仕

事
の
こ
と
な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。
人
の
話
を
聞
く
と

き
は
目
を
見
て
真
剣
に
聞
き
、
暑
さ
や
寒
さ
に
も
負
け
ず

に
外
を
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
に
自

信
を
持
っ
て
元
気
に
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
行
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
で
町
を
元
気
に
し
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
係

檜
森

大
樹

委
員
会

生
涯
学
習
係

檜
森

大
樹

いいとこ み～つけた

４月のスポーツ行事
月　　日 大　　会　　名  （ 競 技 名 ） 場　　　所

４月14日 三種町スポーツ少年団合同入団式 琴 丘 総 合 体 育 館
４月21～22日 山本郡中学校春季総合体育大会（野球） ス カ ル パ 野 球 場
４月21～22日 山本郡中学校春季総合体育大会（バスケットボール） 琴 丘 総 合 体 育 館
４月21～22日 山本郡中学校春季総合体育大会（ソフトテニス） スカルパテニスコート
４月28～29日 山本ロータリークラブスポ少野球大会 ス カ ル パ 野 球 場

※全サークル申込みの方につきましては参加料2,000円とさせていただだきます。

◆申込み方法
　年会費を八竜体育館（85－2930）へお届け下さい。なお入会受付は随時行っております。

平平平成3平成成30300年0年年度年度度度

年会費　2,000円
　秋田県内外各地への移動
ウオーキングを、年２回の
実施予定としています。

ウオ キングサ クルウオーキングサークルウオ キングサ クル
年会費　1,000円
　通年として毎月第２・第４火曜に
八竜体育館を主に、ユニカール・ミ
ニテニス・バトミントンなど色々な
軽スポーツを実施予定です。

活 活 健康活き活き健康サ クル活き活き健康サークル活き活き健康サ クル
年会費　1,000円
　通年として毎月第２・第
４水曜日に八竜改善セン
ターを主に、活動予定です。

体操健康３Ｂ体操健康サ クル ３Ｂ体操健康サークル３Ｂ体操健康サ クル

！！域域地域地 クーククーササー

広報 みたね
mitane town
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年金
だより

国民年金加入中の方へ

・平成30年４月分から平成31年３月分までの国民年金保険料は、月額16,340円です。
　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで
納めることができます。また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そし
て便利でお得な口座振替もあります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話・文書・
訪問により早期に納めていただくよう案内を行っています。

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付がない
場合は、延滞金が課されるだけではなく、※納付義務のある方の財産を差押えることがありますので、
早めに納付をお願いします。
　※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。

●国民年金保険料免除等の申請について
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年
金や遺族基礎年金が受け取れない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が猶予、免
除となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」があります。手続き先はお近くの
年金事務所または三種町役場の国民年金担当窓口になります。

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

◆問い合わせ先
　  秋 田 年 金 事 務 所　☎018ー865ー2392　健康推進課医療年金係　☎0185ー85ー2137　
　  琴丘総合支所地域生活係　☎0185ー87ー3516　山本総合支所地域生活係　☎0185ー83ー2115

平成30年４月 34



インフォメーションインフォメーション社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

●

と　

き

　

４
月
19
日　

14
時
〜
16
時

●

と
こ
ろ　

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

図
書
室

　

要
予
約
。
１
名
あ
た
り
30
分

以
内
の
相
談
と
な
り
ま
す
。

（
最
大
４
名
ま
で
）

　

こ
の
事
業
は
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
配
分
金
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
６
月
、
８
月
、

10
月
、
12
月
、
２
月
に
も
開
催

予
定
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
８
３
―
４
８
６
１

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

●

歌
謡
教
室

　

４
月
28
日　

13
時
〜
16
時

※
４
月
の
休
館

　

２
、
９
、
16
、
23
日

問
い
合
わ
せ
先
…

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

☎
５
８
―
５
２
９
５

平
成
30
年
度

慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要

戦
域
等
に
お
い
て
戦
没
者
を
慰

霊
す
る
た
め
、
ご
遺
族
を
対
象

と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
次
の

地
域
で
実
施
予
定
で
す
の
で
、

参
加
希
望
等
、
詳
細
に
つ
い
て

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●

実
施
地
域

　

旧
ソ
連
、
中
国
、
硫
黄
島
、

北
ボ
ル
ネ
オ
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸

島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
健
康
福
祉
部　

福
祉
政

策
課　

監
査
・
援
護
班

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
３
１
８
）

秋
田
県
司
法
書
士
会

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
能
代

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

●

相
談
内
容

　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登

記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
等

●

面
談
に
よ
る
相
談
（
事
前
に

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す
）

　

毎
月
先
着
順
に
８
件
ま
で

【
予
約
専
用
電
話
】　

☎
０
１
８
―
８
２
４
―
０
０
５
５

●

開
催
日　
（
予
約
締
切
）

・
４
月
11
日　

15
時
〜
17
時

（
４
月
６
日
ま
で
）

・
５
月
９
日　

17
時
〜
19
時

（
５
月
２
日
ま
で
）

・
６
月
13
日　

17
時
〜
19
時

（
６
月
８
日
ま
で
）

●

と
こ
ろ　

能
代
商
工
会
館

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―
０
１
８
７
）

公
共
職
業
訓
練
６
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

●

訓
練
期
間

　

６
月
12
日
〜
12
月
26
日　

(

７
か
月
）

●

訓
練
会
場

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
（
潟
上
市
）

●

訓
練
科
（
定
員
）

・
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
科
／
若
年
者
コ
ー
ス
（
15
名
）

・
建
築
Ｒ
Ｃ
施
工
科

　

若
年
者
コ
ー
ス
（
10
名
）

●
募
集
期
間　

　

４
月
13
日
〜
５
月
10
日

●

受
講
料　

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
）
訓
練
課　

受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

急
が
ば
学
べ

介
護
実
務
者
研
修
科
募
集

　

就
職
の
た
め
の
職
業
訓
練
と

し
て
介
護
実
務
者
研
修
の
受
講

者
を
募
集
中
で
す
。

●
訓
練
期
間

　

５
月
８
日
〜
10
月
25
日

●
実
施
会
場　

　

福
祉
の
拠
点　

こ
み
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
里
町
）

●
委
託
先　

　

藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
受
講
料　

無
料

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り

ま
す
）

●
募
集
定
員　

15
名

●
申
し
込
み
期
間

　

４
月
３
日
ま
で

●
訓
練
内
容
、
要
件
等
の
詳
細

は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
宿
泊
施
設
の
ご
案
内
】

研
修
施
設
敷
地
内
に
、
宿
泊
施

設
が
あ
り
ま
す
。

●
家
賃　

７
０
０
０
円
／
月

●
光
熱
費　

　
５
〜
９
月　

１
万
２
０
０
０
円

　
10
月　
　
　

１
万
５
０
０
０
円

宿
泊
施
設
の
問
い
合
わ
せ
先
…

藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
７
９
ー
２
８
４
８
）

４
月
納
付
分
か
ら

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が

変
わ
り
ま
す

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
主
に
中
小

企
業
の
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族

の
皆
様
が
加
入
す
る
健
康
保
険

で
す
。

　

秋
田
支
部
の
健
康
保
険
料
率

は
、
平
成
30
年
４
月
納
付
分
か

ら
10
・
13
％(
現
行
10
・
16
％)

へ
引
下
げ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
か
た
に
対
す
る
介
護
保
険
料

率
は
全
国
一
律
１
・
57
％(
現

行
１
・
65
％)

へ
と
引
下
げ
と

な
り
ま
す
。

　

皆
様
の
医
療
費
に
基
づ
い
て

算
出
さ
れ
る
保
険
料
率
は
、
皆

様
の
健
康
へ
の
取
組
み
に
よ
っ

て
下
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
病
気
の
予
防
や
健
康
保
持

に
年
１
回
の
健
診
を
必
ず
お
受

け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

全
国
健
康
保
険
協
会(

協
会
け

ん
ぽ)

秋
田
支
部

☎
０
１
８
―
８
８
３
―
１
８
４
１

第
16
回　

秋
田
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
お
知
ら
せ

●

期
日
お
よ
び
会
場　

【
９
月
１
日
】

・
陸
上
競
技

　

県
立
中
央
公
園
陸
上
競
技
場

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

　

県
立
中
央
公
園
球
技
場

【
９
月
８
日
】

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　

秋
田
県
心
身
障
が
い
者

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

　

秋
田
県
心
身
障
が
い
者

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

ロ
ッ
ク
ン
ボ
ウ
ル

【
９
月
15
日
】

・
水
泳

　

県
立
総
合
プ
ー
ル

・
一
般
卓
球

　

県
立
体
育
館

●

申
し
込
み
方
法　

　

４
月
下
旬
に
福
祉
課
よ
り
関

係
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
☎
０
１
８
―
８
６
４
―
２
７
５
０
）

葬祭 のしろ  みたね  ふたつい

広告
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行事予定

4月
町の人口と世帯数

●人　口 17,046人 （-18）
　 【男】 7,923人   （- 7）
　 【女】 9,123人   （-11）
●世帯数 6,979戸   （- 3）
※平成30年２月末現在、（  ）内前月比

　春の新生活応援
キャンペーン！今年
もこのフレーズで賑

わう季節になりましたね。
　４月になり、新しい環境でのスタートを
迎えた方も多い事でしょう。また、環境が
変わらなくても、心機一転、新たなことに
取り組もうとワクワクすることも多いので
はないでしょうか。

　私は心機一転、スーツを新調してきまし
た。二着目半額キャンペーンで、1着買う
より安いなんて！
　さっそく試着してサイズそのまま…１着
をワンサイズ太いものにしてしまいました。
　波乱、いや、腹ぶくみ？のスタートですが、
このままでは終わらない。夏までには何と
かしてやろうと淡い期待にワクワクしてい
ます。 （将）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 日 春の火災予防運動 １日～７日
2 月 新入園児をお祝いする会（鵜川保育園・浜口保育園　９：30～）

3 火 八竜幼稚園入園式（八竜幼稚園　９：30～）
転倒予防教室　いきいき元気塾（八竜改善センター　10：00～11：30）

4 水 新しいお友達を迎える会（琴丘保育園・下岩川保育園・森岳保育園・金岡保育園　10：00～）
認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（山本公民館　10：00～11：30）

5 木 健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　９：30～11：30）

6 金 小学校入学式（各小学校　10：00～）
中学校入学式（各中学校　13：30～）

7 土
8 日
9 月

10 火 転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ａ（パレス琴丘　10：00～11：30）
わくわくひろば「わくわくひろばへいらっしゃい！」（琴丘保育園　９：30～11：30）

11 水 転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ｂ（パレス琴丘　10：00～11：30）
メロンキッズひろば「メロンキッズひろばにようこそ！」（八竜改善センター　９：30～11：30）

12 木 ドラえもんひろば「はじめまして　ドラえもんひろば！」（森岳保育園　９：30～11：30）
13 金 ２歳児歯科健診（保健センター）
14 土
15 日
16 月

17 火
琴丘地域行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）
転倒予防教室　いきいき元気塾（山本公民館　10：00～11：30）
わくわくひろば「おさんぽしましょう！（発育測定）」　（琴丘保育園　９：30～11：30）

18 水

山本地域行政相談所開設（山本公民館　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所開設（八竜公民館　10：00～12：00）
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　９：30～11：30）
認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（浜口公民館　10：00～11：30）
メロンキッズひろば「発育測定＆みんなで遊びましょう」（八竜改善センター　９：30～11：30）

19 木
３歳児健診（保健センター）
おれんじカフェ（琴丘地域拠点センター　13：30～15：00）
ドラえもんひろば「鯉のぼりを作りましょう！＆発育測定」（森岳保育園　９：30～11：30）

20 金 がん患者の集い（保健センター　13：30～）
21 土
22 日
23 月 健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）

24 火 乳児健診（保健センター）
わくわくひろば「こいのぼりを作りましょう！」（琴丘保育園　９：30～11：30）

25 水 メロンキッズひろば「こいのぼり作り」（八竜改善センター　９：30～11：30）

26 木 健康相談・コーヒーサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）
ドラえもんひろば「子どもの日のつどいに参加しましょう！」（森岳保育園　９：30～11：30）

27 金 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）
28 土
29 日 昭和の日
30 月 振替休日

平成30年４月 36




